
昭
和
五
十
一
年
自
治
省
令
第
十
七
号

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
十
号
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
第
五
項
、
第
十
七
条
第
五
項
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
七
条
並
び
に

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
特
定
防
災
施
設
等

第
一
節
　
特
定
防
災
施
設
等
の
種
類
及
び
基
準
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
節
　
流
出
油
等
防
止
堤
（
第
三
条―

第
六
条
）

第
三
節
　
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
（
第
七
条―

第
十
二
条
）

第
四
節
　
非
常
通
報
設
備
（
第
十
三
条
）

第
五
節
　
特
定
防
災
施
設
等
の
検
査
、
点
検
等
（
第
十
四
条―

第
十
七
条
）

第
二
章
　
自
衛
防
災
組
織
等

第
一
節
　
自
衛
防
災
組
織
（
第
十
七
条
の
二―

第
二
十
四
条
）

第
二
節
　
防
災
管
理
者
等
の
届
出
及
び
防
災
規
程
（
第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条
）

第
三
章
　
共
同
防
災
組
織
（
第
二
十
六
条
の
二―

第
二
十
九
条
）

第
四
章
　
広
域
共
同
防
災
組
織
（
第
三
十
条―
第
三
十
二
条
の
二
）

第
五
章
　
定
期
報
告
（
第
三
十
三
条
）

附
則

第
一
章
　
特
定
防
災
施
設
等

第
一
節
　
特
定
防
災
施
設
等
の
種
類
及
び
基
準

（
特
定
防
災
施
設
等
の
種
類
）

第
一
条
　
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
特
定
防
災
施
設
等
は
、
流
出
油
等
防
止
堤
、
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
及
び
非
常
通
報

設
備
と
す
る
。

（
特
定
防
災
施
設
等
の
基
準
）

第
二
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
節
　
流
出
油
等
防
止
堤

（
設
置
）

第
三
条
　
特
定
事
業
者
は
、
そ
の
特
定
事
業
所
の
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
（
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
第
四
類
の
危
険
物
（
以
下
「
第
四
類
危
険
物
」
と
い
う
。
）
を
貯
蔵
す
る
危
険
物
の
規
制

に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
。
以
下
「
危
険
物
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
、
危
険
物
政
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
容
量
が
一
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
流
出
油
等
防
止
堤
（
以
下
「
防
止
堤
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
位
置
）

第
四
条
　
防
止
堤
の
位
置
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
特
定
事
業
所
の
敷
地
内
で
あ
る
こ
と
。

二
　
当
該
特
定
事
業
所
の
前
条
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
係
る
危
険
物
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
防
油
堤
（
以
下
「
防
油
堤
」
と
い
う
。
）
の
す
べ
て
を
囲
む
こ
と
。

三
　
火
気
を
使
用
す
る
施
設
又
は
設
備
（
仕
切
堤
等
に
よ
り
油
の
流
入
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
を
囲
ま
な
い
こ
と
。

四
　
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
以
外
の
施
設
又
は
設
備
を
で
き
る
限
り
囲
ま
な
い
こ
と
。

（
構
造
）

第
五
条
　
防
止
堤
の
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
容
量
が
、
当
該
防
止
堤
に
囲
ま
れ
る
防
油
堤
の
う
ち
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
総
理
府
令
第
五
十
五
号
。
以
下
「
危
険
物
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
容
量
が
最
大
の
防

油
堤
の
容
量
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
土
で
造
ら
れ
、
か
つ
、
第
四
類
危
険
物
が
そ
の
外
に
流
出
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

三
　
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
通
路
を
横
断
す
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、

こ
う勾

配
が
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。
（
こ
の

こ
う勾

配
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
市
町
村
長
等
（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
長
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

適
当
と
認
め
た
門
扉
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
）

1



（
既
存
第
一
種
事
業
所
の
特
例
）

第
六
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
第
一
種
事
業
所
で
前
二
条
の
基
準
に
適
合
す
る
防
止
堤
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
お
い
て
、
防
止
堤
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
市
町
村
長
等
が
認
め
た
有
効
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
と
き
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
適
合
す
る
防
止
堤
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
節
　
消
火
用
屋
外
給
水
施
設

（
設
置
）

第
七
条
　
特
定
事
業
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
特
定
事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
並
び
に
第
十
六
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
、
小
型
消
防
車
、
大
型
化
学
高
所
放
水
車
又
は
消
火
薬
剤
タ
ン
ク
付
き
大
型
化
学
高
所
放
水
車
（
以
下
「
大
型
化
学
消
防
車
等
」
と
い
う
。
）
を

備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
　
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設

二
　
そ
の
特
定
事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
に
令
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
容
量
泡
放
水
砲
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設

（
能
力
）

第
八
条
　
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
能
力
に
関
す
る
基
準
は
、
令
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
並
び
に
第
十
六
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
型
化
学
消
防
車
等
の
放
水
能
力
の
合
計
に
、
当
該
大
型
化
学
消
防
車
等
の
う
ち
放
水
能
力
が
最
大
の
大
型
化
学
消
防
車
等
の
放
水
能
力
を
加
算
し
た
放
水
能
力
（
以
下
「
総
放
水
能
力
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
放

水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
の
水
を
供
給
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
の
能
力
に
関
す
る
基
準
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
に
よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
の
水
を
供
給
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

（
位
置
）

第
九
条
　
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
位
置
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
消
火
栓
又
は
貯
水
槽
の
取
水
部
分
（
以
下
「
消
火
栓
等
」
と
い
う
。
）
が
第
四
類
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
取
り
扱
い
、
又
は
可
燃
性
の
高
圧
ガ
ス
を
処
理
す
る
施
設
の
存
す
る
地
区
内
で
、
周
囲
の
通
路
（
そ
の
一
端
の
み

が
他
の
通
路
に
接
続
し
て
い
る
も
の
等
大
型
化
学
消
防
車
等
が
進
入
し
て
有
効
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
近
接
し
た
場
所
に
あ
る
こ
と
。

二
　
消
火
栓
等
相
互
の
間
の
歩
行
距
離
が
七
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
一
号
の
基
準
に
適
合
す
る
消
火
栓
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
な
既
存
事
業
所
（
当
該
特
別
防
災
区
域
の
指
定
の
日
に
お
い
て
現
に
事
業
所
（
新
設
工
事
中
の
も
の
を
含
む
。
）
と
し
て
所
在
し
た
特
定
事
業
所
を
い
う
。
以

下
本
則
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
通
路
上
の
大
型
化
学
消
防
車
等
の
通
行
に
支
障
を
来
さ
な
い
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
の
位
置
に
関
す
る
基
準
は
、
消
火
栓
等
が
大
型
化
学
消
防
車
等
の
通
行
に
支
障
を
来
さ
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
構
造
）

第
十
条
　
消
火
栓
を
有
す
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
各
号
（
既
存
事
業
所
に
既
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
）
に
掲
げ
る
各
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ

る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
消
火
栓

イ
　
接
続
口
は
、
双
口
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
接
続
口
は
、
地
盤
面
か
ら
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
さ
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
接
続
口
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
三
号
）
第
三
条
の
表

に
規
定
す
る
呼
称
七
十
五
の
寸
法
の
結
合
金
具
を
有
す
る
消
防
用
ホ
ー
ス
（
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
消
防
用
ホ
ー
ス
を
い
う
。
以
下
「
ホ
ー
ス
」
と
い
う
。
）
又

は
消
防
用
吸
管
に
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
地
方
の
気
候
等
の
条
件
を
考
慮
し
て
、
必
要
な
凍
結
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
配
管

イ
　
鋼
製
又
は
合
成
樹
脂
製
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
合
成
樹
脂
製
の
管
に
あ
つ
て
は
、
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
ニ
（
ロ
）
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る

こ
と
と
し
、
合
成
樹
脂
製
の
管
を
接
続
す
る
も
の
の
管
継
手
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ホ
（
ロ
）
に
規
定
す
る
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
　
鋼
製
の
管
、
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ
類
等
は
、
地
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（１）
　
防
護
構
造
物
内
に
設
け
ら
れ
る
と
き
。

（２）
　
寒
冷
の
度
の
著
し
い
地
域
に
あ
つ
て
、
外
面
の
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
及
び
漏
水
を
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
で
あ
つ
て
、
市
町
村
長
等
が
適
当
と
認
め
た
と
き
。

（３）
　
合
成
樹
脂
製
の
管
と
接
続
す
る
場
合
に
お
い
て
、
外
面
の
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
で
あ
つ
て
、
市
町
村
長
等
が
適
当
と
認
め
た
と
き
。

ハ
　
合
成
樹
脂
製
の
管
及
び
管
継
手
は
、
火
災
の
熱
等
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
地
方
の
気
候
等
の
条
件
を
考
慮
し
て
、
必
要
な
凍
結
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
加
圧
ポ
ン
プ

イ
　
総
放
水
能
力
に
よ
る
放
水
に
必
要
な
水
を
十
分
に
供
給
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
加
圧
ポ
ン
プ
及
び
そ
れ
に
附
属
す
る
駆
動
機
が
同
一
の
堅
固
な
基
礎
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
非
常
時
に
駆
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
予
備
動
力
設
備
が
付
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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２
　
貯
水
槽
に
係
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
鋼
板
製
で
あ
り
、
か
つ
、
漏
水
防
止
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
取
水
部
分
に
お
け
る
地
盤
面
か
ら
貯
水
槽
の
底
面
ま
で
の
深
さ
が
五
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ
と
。

三
　
地
下
式
又
は
有

が
い蓋

の
貯
水
槽
に
あ
つ
て
は
、
直
径
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
吸
管
投
入
孔
を
有
す
る
こ
と
。

四
　
大
型
化
学
消
防
車
等
に
よ
り
有
効
に
取
水
で
き
る
こ
と
。

３
　
消
火
栓
を
有
す
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
の
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
各
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
消
火
栓

イ
　
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
消
火
栓
を
有
す
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
消
火
栓
の
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
接
続
口
は
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
に
よ
り
有
効
に
取
水
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
接
続
口
は
、
消
防
法
施
行
令
第
四
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
結
合
金
具
（
第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
三
号
イ
に
お
い
て
「
結
合
金
具
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

二
　
配
管
　
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
消
火
栓
を
有
す
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
配
管
の
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
加
圧
ポ
ン
プ

イ
　
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
消
火
栓
を
有
す
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
加
圧
ポ
ン
プ
の
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
に
よ
る
放
水
に
必
要
な
水
を
十
分
に
供
給
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４
　
貯
水
槽
に
係
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
の
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
貯
水
槽
に
係
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
構
造
の
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
取
水
部
分
に
お
け
る
地
盤
面
か
ら
貯
水
槽
の
底
面
ま
で
の
深
さ
が
五
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
六
十
一
年
自
治
省
令
第
二
十
四
号
。
以
下
「
規

格
省
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
適
合
す
る
水
中
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
取
水
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
に
よ
り
有
効
に
取
水
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
他
の
施
設
と
の
兼
用
の
禁
止
）

第
十
一
条
　
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
は
、
他
の
給
水
用
又
は
貯
水
用
の
施
設
と
兼
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
水
量
の
給
水
を
行
つ
た
場
合

に
お
い
て
も
総
放
水
能
力
又
は
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
に
相
当
す
る
余
力
を
有
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
は
、
総
放
水
能
力
と
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
と
を
合
算
し
た
放
水
能
力
に
よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
の
水
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
前
二
条
に
規
定
す
る
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
位
置
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準
並
び
に
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
の
位
置
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
合
に
限
り
、
兼

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
と
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
と
を
兼
ね
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
消
防
車
用
屋
外
給
水

施
設
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
と
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
と
を
兼
ね
る
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
」
と
、
「
総
放
水
能
力
又
は
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能

力
」
と
あ
る
の
は
、
「
総
放
水
能
力
と
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
と
を
合
算
し
た
放
水
能
力
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
代
替
措
置
）

第
十
二
条
　
令
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
型
化
学
消
防
車
等
の
う
ち
最
大
の
放
水
能
力
を
有
す
る
も
の
に

よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
の
水
を
常
時
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
河
川
等
が
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
消
火
栓
等
を
設
置
す
べ
き
位
置
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
等
が
適
当
と
認
め
た

と
き
は
当
該
箇
所
に
消
防
車
用
屋
外
給
水
施
設
の
消
火
栓
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
等
が
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
特
定
事
業
所
に
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

一
　
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
に
よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
送
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
の
水
を
、
当
該
特
定
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
（
第
十
九
条
の
二
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
に
代
え
て
備
え
付
け
て
い
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
用
い
て
常
時
有
効
に
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
河
川
等
が
あ
る
場
合

二
　
当
該
特
定
事
業
所
に
第
九
条
第
三
項
及
び
第
十
条
第
三
項
又
は
第
四
項
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
給
水
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
特
定
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
大
容
量
泡
放
水
砲

用
防
災
資
機
材
等
を
用
い
て
常
時
有
効
に
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
河
川
等
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
給
水
施
設
及
び
当
該
河
川
等
か
ら
、
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
に
よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
放
水
す
る
こ
と
が

で
き
る
量
の
水
を
常
時
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

３
　
前
項
第
二
号
の
給
水
施
設
は
、
前
条
、
第
十
七
条
の
二
第
三
号
及
び
第
十
九
条
の
二
第
四
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
中
「
自
衛
防
災

組
織
の
基
準
放
水
能
力
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
か
ら
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
河
川
等
か
ら
取
水
す
る
水
に
係
る
放
水
能
力
を
差
し
引
い
た
放
水
能
力
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節
　
非
常
通
報
設
備

（
非
常
通
報
設
備
）

第
十
三
条
　
特
定
事
業
者
は
、
そ
の
特
定
事
業
所
に
、
当
該
特
定
事
業
所
に
お
け
る
出
火
、
石
油
等
の
漏
え
い
そ
の
他
の
異
常
な
現
象
の
発
生
に
つ
い
て
、
直
ち
に
、
消
防
署
又
は
市
町
村
長
の
指
定
す
る
場
所
、
当
該
特
別
防
災
区
域

内
の
関
係
事
業
所
（
隣
接
す
る
特
定
事
業
所
及
び
連
絡
導
管
に
よ
り
当
該
特
定
事
業
所
に
原
料
若
し
く
は
用
役
を
供
給
し
、
又
は
当
該
特
定
事
業
所
か
ら
原
料
若
し
く
は
用
役
の
供
給
を
受
け
て
い
る
事
業
所
を
い
う
。
）
及
び
共
同
防

災
組
織
（
当
該
特
定
事
業
所
に
係
る
共
同
防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
無
線
設
備
又
は
有
線
電
気
通
信
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
五
節
　
特
定
防
災
施
設
等
の
検
査
、
点
検
等

（
届
出
及
び
検
査
）

第
十
四
条
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
事
業
者
は
、
特
定
防
災
施
設
等
の
設
置
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
当
該
特
定
防
災
施
設
等
の
種
類
に
応
じ
、
様
式
第
一
か
ら
様

式
第
三
ま
で
の
届
出
書
に
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
設
計
図
書
そ
の
他
の
図
面
及
び
書
類
を
添
え
て
市
町
村
長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
町
村
長
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に
、
当
該
特
定
防
災
施
設
等
に
つ
い
て
、
第
三
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
査
し
、
当
該
特
定
防
災

施
設
等
が
こ
れ
ら
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
特
定
事
業
者
に
対
し
て
様
式
第
四
の
検
査
済
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
防
災
施
設
等
の
定
期
点
検
）

第
十
五
条
　
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
は
、
外
観
点
検
、
機
能
点
検
及
び
総
合
点
検
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
に
一
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
点
検
は
、
当
該
特
定
防
災
施
設
等
が
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
条
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
点
検
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
。

第
十
六
条
　
法
第
十
五
条
第
三
項
の
点
検
記
録
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
点
検
を
行
つ
た
特
定
防
災
施
設
等

二
　
点
検
の
方
法
及
び
結
果

三
　
点
検
実
施
年
月
日

四
　
点
検
実
施
責
任
者
及
び
点
検
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

２
　
前
項
の
点
検
記
録
は
、
編
冊
し
、
三
年
間
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
特
定
防
災
施
設
等
）

第
十
七
条
　
令
第
二
十
五
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
特
定
防
災
施
設
等
は
、
消
火
用
屋
外
給
水
施
設
と
す
る
。

第
二
章
　
自
衛
防
災
組
織
等

第
一
節
　
自
衛
防
災
組
織

（
大
容
量
泡
放
水
砲
等
に
係
る
防
災
要
員
）

第
十
七
条
の
二
　
令
第
七
条
第
三
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
人
数
は
、
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
て
い
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
災
資
機
材
等
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
人
数
を
合
算
し
た
人
数
と
す
る
。

た
だ
し
、
大
容
量
泡
放
水
砲
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
の
設
置
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
市
町
村
長
等
が
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
人
数
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
ポ
ン
プ
　
各
一
台
に
つ
き
二
人

二
　
第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
水
と
大
容
量
泡
放
水
砲
用
泡
消
火
薬
剤
と
を
混
合
し
、
適
正
な
濃
度
の
泡
水
溶
液
に
す
る
た
め
の
混
合
装
置
　
各
一
台
に
つ
き
二
人

三
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
（
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
河
川
等
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
の
取
水
部
分
か
ら
浮
き
屋
根
式
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
（
令
第
十
三
条
第
一
項
の
浮
き
屋
根
式
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
を
い
う
。
）
ま
で
ホ
ー
ス
を
展
張
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
ホ
ー
ス
の
長
さ
（
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外

給
水
施
設
の
取
水
部
分
又
は
浮
き
屋
根
式
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
各
取
水
部
分
か
ら
各
浮
き
屋
根
式
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
で
ホ
ー
ス
を
展
張
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ス

の
長
さ
の
う
ち
最
も
長
い
ホ
ー
ス
の
長
さ
）
を
二
百
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
数
）
に
相
当
す
る
人
数

（
省
力
化
に
資
す
る
装
置
又
は
機
械
器
具
）

第
十
七
条
の
二
の
二
　
令
第
七
条
第
六
項
の
防
災
要
員
の
行
う
防
災
活
動
に
お
け
る
作
業
の
省
力
化
に
資
す
る
装
置
又
は
機
械
器
具
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
の
起
塔
操
作
が
自
動
化
さ
れ
、
か
つ
、
離
れ
た
位
置
か
ら
当
該
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
の
放
水
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
装
置
（
以
下
「
遠
隔
操
作
装
置
」
と
い

う
。
）

二
　
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
ホ
ー
ス
を
積
載
で
き
、
か
つ
、
当
該
ホ
ー
ス
を
運
搬
及
び
延
長
で
き
る
器
具
（
以
下
「
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
」
と
い
う
。
）

三
　
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
が
水
又
は
泡
水
溶
液
を
放
水
（
以
下
「
放
水
」
と
い
う
。
）
す
る
と
き
に
防
災
要
員
に
か
か
る
反
動
力
を
有
効
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
器
具
（
以

下
「
低
反
動
ノ
ズ
ル
」
と
い
う
。
）

四
　
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
つ
き
置
か
れ
て
い
る
防
災
要
員
相
互
間
で
通
信
を
行
う
た
め
携
帯
し
て
使
用
す
る
無
線
装
置
（
以
下
「
携
帯
無
線
機
」
と
い
う
。
）

２
　
遠
隔
操
作
装
置
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
の
起
塔
操
作
及
び
放
水
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ス
イ
ッ
チ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
操
作
ス
イ
ッ
チ
等
」
と
い
う
。
）
を
有
し
て
い
る
部
分
（
以
下
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
と
当
該
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
と
を
接
続
す
る
コ
ー
ド
（
以
下
「
接
続
コ
ー
ド
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
ロ
の
要
件
に
限
る
。
）
。

イ
　
防
災
要
員
が
一
人
で
容
易
に
操
作
で
き
る
大
き
さ
及
び
重
さ
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
操
作
ス
イ
ッ
チ
等
の
名
称
が
表
示
さ
れ
、
か
つ
、
操
作
状
態
が
文
字
、
記
号
又
は
色
等
に
よ
り
操
作
す
る
者
の
見
や
す
い
位
置
に
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
落
下
し
た
場
合
に
、
容
易
に
そ
の
機
能
が
損
壊
し
、
か
つ
、
漏
電
、
火
災
そ
の
他
の
事
故
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
接
続
コ
ー
ド
と
接
続
し
た
状
態
に
お
い
て
防
水
構
造
で
あ
る
こ
と
。

三
　
接
続
コ
ー
ド
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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イ
　
容
易
に
断
線
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
り
操
作
す
る
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
の
状
況
を
当
該
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
す
る
者
が
容
易
に
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
長
さ
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
当
該
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
り
操
作
す
る
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
と
を
容
易
に
接
続
で
き
、
か
つ
、
接
続
部
分
が
容
易
に
外
れ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
大
型
高
所
放
水
車
又
は
普
通
高
所
放
水
車
に
接
続
し
た
状
態
に
お
い
て
防
水
構
造
で
あ
る
こ
と
。

３
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
長
さ
の
ホ
ー
ス
を
運
搬
時
に
お
い
て
落
下
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
積
載
で
き
、
か
つ
、
当
該
ホ
ー
ス
を
容
易
に
延
長
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
　
ホ
ー
ス
の
荷
重
に
よ
り
局
部
的
な
変
形
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
防
災
要
員
が
一
人
で
容
易
に
ホ
ー
ス
を
運
搬
及
び
延
長
で
き
る
大
き
さ
及
び
重
さ
で
あ
る
こ
と
。

四
　
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
確
実
に
固
定
で
き
、
か
つ
、
防
災
要
員
二
人
以
内
で
安
全
か
つ
迅
速
に
積
卸
し
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４
　
低
反
動
ノ
ズ
ル
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
防
災
要
員
が
一
人
で
安
全
か
つ
有
効
に
放
水
で
き
る
よ
う
に
ベ
ル
ト
の
装
備
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
防
災
要
員
が
一
人
で
容
易
に
放
水
で
き
る
大
き
さ
及
び
重
さ
で
あ
る
こ
と
。

三
　
放
水
量
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５
　
携
帯
無
線
機
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
消
火
活
動
場
所
に
お
い
て
消
火
活
動
を
行
う
場
合
に
良
好
に
通
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
能
力
及
び
耐
久
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
消
火
活
動
に
支
障
な
い
大
き
さ
及
び
重
さ
で
あ
り
、
か
つ
、
消
火
活
動
に
支
障
な
く
容
易
に
操
作
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
特
定
事
業
所
の
要
件
及
び
防
災
要
員
）

第
十
七
条
の
三
　
令
第
七
条
第
六
項
の
特
定
事
業
所
で
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
装
置
又
は
機
械
器
具
を
有
し
、
又
は
搭
載
し
て
い
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
災
資
機
材
等
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
遠
隔
操
作
装
置
を
搭
載
し
て
い
る
大
型
高
所
放
水
車

イ
　
当
該
特
定
事
業
所
に
令
第
八
条
第
一
項
の
表
の
第
一
欄
か
ら
第
三
欄
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
が
あ
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
大
型
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
、
大
型
高
所
放
水
車
及
び
泡
原
液
搬
送
車
に
よ
る
消
火
活
動
の
用
に
供
す
る
場
所
（
特
定
通
路
（
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別

防
災
区
域
に
お
け
る
新
設
事
業
所
等
の
施
設
地
区
の
配
置
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業
省
・
自
治
省
令
第
一
号
）
第
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
特
定
通
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
消
防
自
動
車
を
配

置
し
、
防
災
要
員
が
消
火
活
動
を
行
う
場
所
を
い
う
。
以
下
「
消
火
活
動
場
所
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
消
防
自
動
車
が
消
火
活
動
場
所
ま
で
安
全
か
つ
迅
速
に
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
通
路
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（３）
　
消
火
活
動
場
所
に
は
消
防
自
動
車
を
配
置
す
る
と
き
に
障
害
と
な
る
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
。

（４）
　
屋
外
給
水
施
設
の
消
火
栓
等
は
、
当
該
消
火
栓
等
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
る
消
防
自
動
車
が
消
火
活
動
場
所
に
お
い
て
有
効
に
水
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
あ
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
に
、
高
さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
所
で
石
油
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
（
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
第
一
種
事
業
所
に

係
る
自
衛
防
災
組
織
に
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
工
作
物
の
周
囲
に
大
型
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
に
、
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
（
令
第
八
条
第
一
項
の
表
の
第
一
欄
か
ら
第
三
欄
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
送
泡
設
備

付
き
タ
ン
ク
（
以
下
「
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
第
一
種
事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
に
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高

所
放
水
車
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
大
型
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
す
べ
て
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
遠
隔
操
作
装
置
を
搭
載
し
て
い
る
普
通
高
所
放
水
車

イ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
が
前
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
工
作
物
の
周
囲
に
普
通
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
前
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
が
前
号
ハ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
普
通
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
化
学
消
防
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。
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（２）
　
前
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
す
べ
て
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
、
低
反
動
ノ
ズ
ル
及
び
携
帯
無
線
機
を
搭
載
し
て
い
る
大
型
化
学
消
防
車

イ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
大
型
高
所
放
水
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
、
大
型
化
学
消
防
車
及
び
泡
原
液
搬
送
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

（３）
　
消
火
活
動
場
所
に
は
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
の
移
動
に
障
害
と
な
る
地
盤
面
の
高
低
及
び
傾
斜
が
存
在
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
特
定
事
業
所
に
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
が
あ
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
送
泡
口
の
周
囲
に
大
型
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
が
令
第
九
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
事
業
所
に
該
当
し
、
か
つ
、
高
さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
所
で
石
油
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
が
あ
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
工
作
物
の
周
囲
に
大
型
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
高
所
放
水
車
、
普
通
高
所
放
水
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
が
令
第
九
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
事
業
所
に
該
当
し
、
か
つ
、
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
が
あ
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
大
型
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
高
所
放
水
車
、
普
通
高
所
放
水
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
令
第
九
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
事
業
所
に
該
当
す
る
場
合
（
ハ
又
は
ニ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
令
第
十
条
に
規
定
す
る
特
定
事
業
所
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
周
囲
に
大
型
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
す
べ
て
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

四
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
及
び
低
反
動
ノ
ズ
ル
を
搭
載
し
て
い
る
大
型
化
学
消
防
車

前
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
、
低
反
動
ノ
ズ
ル
及
び
携
帯
無
線
機
を
搭
載
し
て
い
る
甲
種
普
通
化
学
消
防
車

イ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
三
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
送
泡
口
の
周
囲
に
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
が
第
三
号
ハ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
工
作
物
の
周
囲
に
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
高
所
放
水
車
、
普
通
高
所
放
水
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
第
一
種
事
業
所
が
第
三
号
ニ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
及
び
大
型
高
所
放
水
車
、
普
通
高
所
放
水
車
又
は
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
三
号
ホ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
周
囲
に
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
す
べ
て
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

六
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
及
び
低
反
動
ノ
ズ
ル
を
搭
載
し
て
い
る
甲
種
普
通
化
学
消
防
車

前
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

七
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
、
低
反
動
ノ
ズ
ル
及
び
携
帯
無
線
機
を
搭
載
し
て
い
る
大
型
化
学
高
所
放
水
車

イ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
場
合
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（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
大
型
化
学
高
所
放
水
車
及
び
泡
原
液
搬
送
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
三
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
送
泡
口
の
周
囲
に
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
三
号
ハ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
工
作
物
の
周
囲
に
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
三
号
ニ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
周
囲
に
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
　
当
該
特
定
事
業
所
が
第
三
号
ホ
に
該
当
す
る
場
合

（１）
　
す
べ
て
の
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
周
囲
に
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
消
火
活
動
場
所
が
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
一
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
第
三
号
イ
（
３
）
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
二
以
上
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
す
べ
て
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

八
　
ホ
ー
ス
延
長
用
資
機
材
及
び
低
反
動
ノ
ズ
ル
を
搭
載
し
て
い
る
大
型
化
学
高
所
放
水
車

前
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

２
　
前
項
に
掲
げ
る
防
災
資
機
材
等
に
係
る
令
第
七
条
第
六
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
人
数
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
人
数
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
大
型
高
所
放
水
車
　
一
人

二
　
前
項
第
二
号
の
普
通
高
所
放
水
車
　
一
人

三
　
前
項
第
三
号
の
大
型
化
学
消
防
車
　
三
人

四
　
前
項
第
四
号
の
大
型
化
学
消
防
車
　
四
人

五
　
前
項
第
五
号
の
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
　
三
人

六
　
前
項
第
六
号
の
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
　
四
人

七
　
前
項
第
七
号
の
大
型
化
学
高
所
放
水
車
　
三
人

八
　
前
項
第
八
号
の
大
型
化
学
高
所
放
水
車
　
四
人

（
大
型
化
学
消
防
車
、
大
型
高
所
放
水
車
及
び
泡
原
液
搬
送
車
）

第
十
八
条
　
令
第
八
条
第
一
項
の
大
型
の
化
学
消
防
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
規
格
省
令
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
以
下
「
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
規
格
放
水
圧
力
（
規
格
省
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
格
放
水
圧
力
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
〇
・
八
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
放
水
量
が
毎
分
三
千
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
自
動
比
例
泡
混
合
装
置
（
泡
消
火
薬
剤
を
自
動
的
に
一
定
の
比
率
で
水
と
混
合
す
る
装
置
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

三
　
容
量
が
千
八
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
消
火
薬
剤
タ
ン
ク
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

２
　
令
第
八
条
第
一
項
の
大
型
の
高
所
放
水
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
す
る
。

一
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
の
高
さ
が
、
地
上
か
ら
二
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
の
基
部
に
お
け
る
圧
力
が
一
・
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
毎
分
三
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
放
水
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
は
、
方
向
及
び
角
度
を
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
及
び
そ
の
周
囲
の
部
分
を

ふ
く輻

射
熱
か
ら
保
護
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
ポ
ン
プ
の
吐
出
圧
力
（
ポ
ン
プ
の
出
口
部
分
に
お
け
る
静
水
圧
力
を
い
う
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
一
・
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
放
水
量
が
毎
分
三
千
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３
　
令
第
八
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
泡
原
液
搬
送
車
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一
　
容
量
が
四
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
消
火
薬
剤
タ
ン
ク
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

二
　
毎
分
二
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
消
火
薬
剤
を
〇
・
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
圧
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
ポ
ン
プ
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

４
　
令
第
九
条
の
化
学
消
防
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
す
る
。

一
　
規
格
放
水
圧
力
が
〇
・
八
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
放
水
量
が
毎
分
二
千
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
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二
　
自
動
比
例
泡
混
合
装
置
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

三
　
容
量
が
千
八
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
消
火
薬
剤
タ
ン
ク
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

５
　
令
第
十
条
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
規
格
省
令
別
表
に
掲
げ
る
Ａ―

二
級
以
上
の
ポ
ン
プ
を
有
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
す
る
。

６
　
令
第
十
条
の
小
型
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
規
格
省
令
別
表
に
掲
げ
る
Ｂ―

二
級
以
上
の
ポ
ン
プ
を
有
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
同
級
以
上
の
ポ
ン
プ
を
車
台
に
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
自

動
車
（
当
該
自
動
車
に
使
用
す
る
同
級
以
上
の
ポ
ン
プ
を
有
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

７
　
令
第
十
一
条
の
高
所
放
水
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
二
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
す
る
。

一
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
の
基
部
に
お
け
る
圧
力
が
一
・
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
毎
分
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
放
水
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
ポ
ン
プ
の
吐
出
圧
力
が
一
・
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
放
水
量
が
毎
分
二
千
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

８
　
令
第
十
二
条
の
水
そ
う
付
き
の
化
学
消
防
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
危
険
物
規
則
第
六
十
五
条
第
五
号
の
規
定
に
該
当
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
す
る
。

（
浮
き
ぶ
た
付
き
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
浮
き
ぶ
た
が
屋
根
を
兼
ね
る
も
の
以
外
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
十
八
条
の
二
　
令
第
八
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
浮
き
ぶ
た
付
き
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
浮
き
ぶ
た
が
屋
根
を
兼
ね
る
も
の
以
外
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
浮
き
ぶ
た
の
甲
板
が
金
属
材
料
で
造
ら
れ
、
か
つ
、

浮
き
ぶ
た
の
浮
力
が
浮
き
に
よ
る
構
造
の
浮
き
ぶ
た
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
大
型
化
学
消
防
車
及
び
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数
に
係
る
特
例
）

第
十
八
条
の
三
　
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
化
学
消
防
車
を
備
え
付
け
た
自
衛
防
災
組
織
で
、
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
台
数
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
台
数
を
減
ず
る

も
の
と
す
る
。

一
　
令
第
八
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
型
化
学
消
防
車
の
台
数

二
　
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
た
大
型
化
学
消
防
車
の
台
数
（
当
該
台
数
が
前
号
の
台
数
を
上
回
る
場
合
に
は
、
前
号
の
台
数
）

２
　
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
を
備
え
付
け
た
自
衛
防
災
組
織
で
、
令
第
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
台
数
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
台
数
を
減
ず
る
も
の
と
す

る
。

一
　
令
第
九
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数

二
　
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
た
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数
（
当
該
台
数
が
前
号
の
台
数
を
上
回
る
場
合
に
は
、
前
号
の
台
数
）

（
送
泡
設
備
）

第
十
八
条
の
四
　
令
第
八
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
送
泡
設
備
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
器
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
機
器
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
泡
放
出
口

イ
　
当
該
泡
放
出
口
の
数
は
、
一
の
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
つ
き
次
の
表
の
第
一
欄
及
び
第
二
欄
に
掲
げ
る
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
第
三
欄
に
定
め
る
数
以
上
の
数
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る
石
油
の
種
類

送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
直
径

泡
放
出
口
の
数

一
気
圧
に
お
け
る
引
火
点
（
以
下
「
引
火
点
」
と
い
う
。
）
が
四
十
度
以
上
の
石
油

二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
六
メ
ー
ト
ル
未
満

一

三
十
六
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
四
メ
ー
ト
ル
未
満

二

五
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
メ
ー
ト
ル
未
満

三

六
十
メ
ー
ト
ル
以
上

三
に
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
水
平
断
面
積
が
二
千
八
百
二
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
六
百
九
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
又
は
六
百
九
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数

引
火
点
が
四
十
度
未
満
の
石
油

二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
六
メ
ー
ト
ル
未
満

二

三
十
六
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
二
メ
ー
ト
ル
未
満

三

四
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
八
メ
ー
ト
ル
未
満

四

四
十
八
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
四
メ
ー
ト
ル
未
満

五

五
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
メ
ー
ト
ル
未
満

六

六
十
メ
ー
ト
ル
以
上

六
に
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
水
平
断
面
積
が
二
千
八
百
二
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
四
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
又
は
四
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数

ロ
　
放
出
し
た
泡
が
直
接
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
内
の
水
及
び
加
熱
装
置
に
触
れ
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

ハ
　
放
出
し
た
泡
が
石
油
の
表
面
を
流
動
展
開
す
る
水
平
距
離
が
お
お
む
ね
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

ニ
　
泡
を
放
出
す
る
速
度
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
速
度
以
下
の
速
度
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
区
分

速
度

消
防
法
別
表
に
掲
げ
る
第
一
石
油
類
（
以
下
「
第
一
石
油
類
」
と
い
う
。
）
を
貯
蔵
す
る
も
の

毎
秒
三
メ
ー
ト
ル

第
一
石
油
類
以
外
の
石
油
を
貯
蔵
す
る
も
の

毎
秒
六
メ
ー
ト
ル

ホ
　
異
物
が
容
易
に
入
ら
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

8



二
　
送
泡
口

イ
　
当
該
送
泡
口
の
結
合
金
具
は
、
第
十
八
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
発
泡
器
（
以
下
「
発
泡
器
」
と
い
う
。
）
の
出
口
側
の
結
合
金
具
と
直
接
結
合
で
き
、
か
つ
、
送
泡
時
に
当
該
発
泡
器
が
離
脱
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
消
防
自
動
車
が
容
易
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
消
火
活
動
に
支
障
な
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
送
泡
口
に
は
そ
の
直
近
の
見
や
す
い
箇
所
に
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
送
泡
口
で
あ
る
旨
、
当
該
送
泡
口
に
結
合
す
べ
き
発
泡
器
の
種
類
及
び
当
該
送
泡
口
に
必
要
な
泡
水
溶
液
の
送
水
量
を
表
示
し
た
標
識
を
設
け
る
こ

と
。

三
　
送
泡
管

イ
　
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
四
二
、
Ｇ
三
四
五
二
若
し
く
は
Ｇ
三
四
五
四
に
適
合
す
る
管
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
強
度
、
耐
食
性
及
び
耐
熱
性

を
有
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
送
泡
管
の
接
合
は
、
溶
接
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
。

ハ
　
当
該
送
泡
管
の
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
直
近
部
分
に
は
、
仕
切
弁
、
泡
採
取
口
及
び
試
験
口
を
設
け
る
こ
と
。

ニ
　
仕
切
弁
は
、
遠
隔
操
作
及
び
現
地
操
作
に
よ
つ
て
開
閉
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
仕
切
弁
に
は
、
停
電
時
に
遠
隔
操
作
に
よ
つ
て
開
放
で
き
る
よ
う
に
非
常
電
源
等
を
附
置
す
る
こ
と
。

ヘ
　
当
該
送
泡
管
の
送
泡
口
の
直
近
部
分
に
は
、
逆
止
弁
を
設
け
る
こ
と
。

ト
　
地
震
に
よ
る
震
動
等
に
耐
え
る
た
め
の
有
効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
送
泡
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
）

第
十
八
条
の
五
　
令
第
八
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
令
第
八
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
そ
の
他
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
、
浮
き
ぶ
た
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
に
掲
げ
る
性
状
を
有
す
る
石
油
を
九
十
度
以
下
の
温
度
で
貯
蔵
す
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
水
に
溶
け
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
泡
放
出
口
か
ら
放
出
し
た
泡
が
石
油
の
表
面
に
容
易
に
浮
上
で
き
る
粘
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
泡
水
溶
液
の
送
水
方
法
）

第
十
八
条
の
六
　
令
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
泡
水
溶
液
の
送
水
は
、
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
型
化
学
消
防
車
又
は
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
及
び
発
泡
器
を
用
い

て
、
当
該
大
型
化
学
消
防
車
又
は
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
放
水
圧
力
を
当
該
発
泡
器
が
有
効
に
機
能
す
る
使
用
圧
力
の
範
囲
に
維
持
し
、
泡
水
溶
液
を
送
水
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
送
水
す
る
泡
水
溶
液
の
量
は
、
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
の
水
平
断
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
毎
分
四
リ
ッ
ト
ル
以
上
八
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
量
と
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す

る
。

（
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
係
る
大
型
化
学
消
防
車
又
は
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数
）

第
十
八
条
の
七
　
令
第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
大
型
化
学
消
防
車
又
は
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数
は
、
前
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
泡
水
溶
液
を
送
水
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
泡
放
出
口
か
ら
お
お
む
ね
量
の
等
し
い
泡
を
放
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
台
数
と
す
る
。

（
発
泡
器
）

第
十
八
条
の
八
　
令
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
発
泡
器
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
使
用
す
る
泡
消
火
薬
剤
の
種
類
、
必
要
と
さ
れ
る
泡
水
溶
液
の
送
水
量
及
び
送
水
圧
力
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
泡
の
膨
張
率
（
泡
水
溶
液
の
容
量
と
発
生
す
る
泡
の
容
量
と
の
比
を
い
う
。
）
は
二
倍
以
上
四
倍
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三
　
当
該
発
泡
器
の
入
口
側
の
結
合
金
具
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
に
規
定
す
る
差
込
式
受
け
口
に

適
合
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
当
該
発
泡
器
の
出
口
側
の
結
合
金
具
は
、
送
泡
口
の
結
合
金
具
と
直
接
結
合
で
き
、
か
つ
、
送
泡
時
に
当
該
発
泡
器
が
離
脱
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

五
　
当
該
発
泡
器
に
は
、
発
泡
器
の
種
類
、
取
扱
い
方
法
等
を
表
示
す
る
こ
と
。

２
　
令
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
発
泡
器
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
場
合
に
、
同
一
種
類
の
発
泡
器
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
発
泡
器
に
使
用
で
き
る
泡
消
火
薬
剤
の
種
類

二
　
発
泡
器
の
使
用
流
量
の
値

三
　
発
泡
器
の
使
用
圧
力
の
値

四
　
発
泡
器
の
許
容
背
圧
の
値

３
　
令
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
発
泡
器
の
数
は
、
第
十
八
条
の
六
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
に
泡
水
溶
液
を
送
水
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
泡
放
出
口
か
ら
お
お
む
ね
量
の
等
し
い
泡

を
放
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
数
と
す
る
。

（
移
送
取
扱
所
が
存
す
る
特
定
事
業
所
に
係
る
特
例
）

第
十
九
条
　
令
第
十
二
条
の
移
送
取
扱
所
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
危
険
物
規
則
第
四
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
数
量
以
上
の
第
四
類
危
険
物
を
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
令
第
十
二
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
乙
種
普
通
化
学
消

防
車
の
台
数
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
移
送
取
扱
所
の
規
模
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
台
数
と
す
る
。
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移
送
取
扱
所
の
規
模

台
数

危
険
物
を
移
送
す
る
た
め
の
配
管
の
延
長
が
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
移
送
取
扱
所

一
台

危
険
物
を
移
送
す
る
た
め
の
配
管
の
延
長
が
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
配
管
の
経
路
が
移
送
基
地
を
中
心
と
し
て
半
径
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円

の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
移
送
取
扱
所

二
台

危
険
物
を
移
送
す
る
た
め
の
配
管
の
延
長
が
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
配
管
の
経
路
が
移
送
基
地
を
中
心
と
し
て
半
径
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円

の
範
囲
外
に
及
ぶ
移
送
取
扱
所

二
台
に
上
欄
の
半
径
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
の
範
囲
外
の
配
管
経

路
に
つ
い
て
当
該
配
管
経
路
を
半
径
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
の
範

囲
内
に
包
含
す
る
場
所
一
箇
所
に
つ
き
一
台
を
加
え
た
台
数

２
　
毎
分
二
千
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
放
水
能
力
を
有
す
る
乙
種
普
通
化
学
消
防
車
を
備
え
付
け
た
自
衛
防
災
組
織
で
、
令
第
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数
か
ら
一
台
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
大
容
量
泡
放
水
砲
等
）

第
十
九
条
の
二
　
令
第
十
三
条
第
一
項
の
泡
放
水
砲
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
泡
を
タ
ン
ク
内
に
到
達
さ
せ
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
容
易
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
は
、
方
向
及
び
角
度
を
操
作
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
及
び
そ
の
周
囲
の
部
分
を
輻
射
熱
か
ら
保
護
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
令
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
放
水
能
力
は
、
泡
を
放
射
す
る
筒
先
の
基
部
に
お
け
る
圧
力
が
〇
・
七
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
け
る
放
水
能
力
と
す
る
。

３
　
令
第
十
三
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
資
機
材
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
三
号
に
規
定
す
る
ホ
ー
ス
の
使
用
圧
（
折
れ
曲
が
つ
た
部
分
の
な
い
状
態
に
お
け
る
ホ
ー
ス
に
通
水
し
た
場
合
の
常
用
最
高
使
用
水
圧
を
い
う
。
第
三
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
な
い
ポ
ン
プ
（
消
防
法
施
行
令
第
四
十

一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
動
力
消
防
ポ
ン
プ
を
い
う
。
）

二
　
水
と
大
容
量
泡
放
水
砲
用
泡
消
火
薬
剤
と
を
混
合
し
、
適
正
な
濃
度
の
泡
水
溶
液
に
す
る
た
め
の
混
合
装
置

三
　
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
ホ
ー
ス

イ
　
結
合
金
具
を
両
端
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
ホ
ー
ス
の
使
用
圧
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
ホ
ー
ス
同
士
が
確
実
に
結
合
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４
　
令
第
十
三
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
大
容
量
泡
放
水
砲
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
の
使
用
時
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
使
用
時
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
特
定
事
業
所
の
大
容
量
泡
放
水
砲
用

屋
外
給
水
施
設
か
ら
、
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
に
よ
る
放
水
に
必
要
な
量
の
水
を
百
二
十
分
継
続
し
て
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二
　
使
用
時
に
お
い
て
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
取
水
し
た
水
を
、
百
二
十
分
継
続
し
て
大
容
量
泡
放
水
砲
用
泡
消
火
薬
剤
と
混
合
し
、
適
正
な
濃
度
の
泡
水
溶
液
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三
　
使
用
時
に
お
い
て
、
前
号
の
泡
水
溶
液
を
、
大
容
量
泡
放
水
砲
が
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
泡
を
タ
ン
ク
内
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
圧
力
に
よ
り
、
大
容
量
泡
放
水
砲
の
筒
先
の
基
部
ま
で
百
二
十
分
継
続
し
て

送
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

５
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
の
い
ず
れ
か
を
備
え
付
け
な
く
て
も
前
項
の
基
準
に
適
合
す
る
と
き
（
当
該
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
に
代
え
て
第
三
項
各
号
に

掲
げ
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
以
外
の
も
の
を
備
え
付
け
る
こ
と
に
よ
り
前
項
の
基
準
に
適
合
す
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
を
備
え
付
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
泡
消
火
薬
剤
の
量
に
係
る
特
例
）

第
十
九
条
の
二
の
二
　
令
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
泡
消
火
薬
剤
を
備
え
付
け
た
自
衛
防
災
組
織
で
、
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
量
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
量
を
減
ず
る
も

の
と
す
る
。

一
　
令
第
十
四
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
泡
消
火
薬
剤
の
量

二
　
令
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
た
泡
消
火
薬
剤
の
量
（
当
該
量
が
前
号
の
量
を
上
回
る
場
合
に
は
、
前
号
の
量
）

（
送
泡
設
備
用
泡
消
火
薬
剤
）

第
十
九
条
の
三
　
令
第
十
四
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
泡
消
火
薬
剤
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
ふ
つ
素
た
ん
白
泡
消
火
薬
剤
又
は
水
成
膜
泡
消
火
薬
剤
と
す
る
。

一
　
ふ
つ
素
た
ん
白
泡
消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
泡
消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
自
治
省
令
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
た
ん
白
泡
消
火
薬
剤
に
、
水
成
膜
泡
消
火
薬
剤
に
あ
つ
て
は
同
条

第
四
号
に
掲
げ
る
水
成
膜
泡
消
火
薬
剤
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
泡
放
出
口
か
ら
放
出
し
た
泡
が
石
油
の
表
面
に
浮
上
し
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
大
容
量
泡
放
水
砲
用
泡
消
火
薬
剤
）

第
十
九
条
の
四
　
令
第
十
四
条
第
五
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
泡
消
火
薬
剤
は
、
消
防
法
施
行
令
第
三
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
泡
消
火
薬
剤
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
大
容
量
泡
放
水
砲
に
適
し
、
か
つ
、
耐
油
汚
染
性
、
耐
火
性
、
耐
密
封
性
等
の
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
大
容
量
泡
放
水
砲
か
ら
放
出
し
た
泡
が
、
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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（
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
代
替
措
置
）

第
二
十
条
　
令
第
十
六
条
第
二
項
の
大
型
化
学
消
防
車
で
、
高
所
か
ら
放
水
で
き
る
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
と
す
る
。

２
　
令
第
十
六
条
第
二
項
（
令
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
お
け
る
通
路
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
大
型

化
学
消
防
車
、
大
型
高
所
放
水
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
、
小
型
消
防
車
及
び
普
通
高
所
放
水
車
に
代
え
て
、
大
型
化
学
高
所
放
水
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
支
障
な
く
消
火
活
動
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

（
消
火
薬
剤
タ
ン
ク
付
き
大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
代
替
措
置
）

第
二
十
条
の
二
　
令
第
十
六
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
容
量
は
、
五
千
八
百
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
令
第
十
六
条
第
三
項
の
大
型
化
学
消
防
車
で
、
高
所
か
ら
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

で
あ
つ
て
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
性
能
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
令
第
十
六
条
第
三
項
（
令
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
お
け
る
通
路
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
大
型

化
学
消
防
車
、
大
型
高
所
放
水
車
、
泡
原
液
搬
送
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
、
小
型
消
防
車
及
び
普
通
高
所
放
水
車
に
代
え
て
、
消
火
薬
剤
タ
ン
ク
付
き
大
型
化
学
高
所
放
水
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
支
障

な
く
消
火
活
動
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

（
普
通
泡
放
水
砲
に
よ
る
代
替
措
置
）

第
二
十
条
の
三
　
令
第
十
六
条
第
四
項
の
泡
放
水
砲
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
の
基
部
に
お
け
る
圧
力
が
〇
・
七
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に
お
い
て
、
毎
分
四
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
放
水
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
泡
を
タ
ン
ク
内
に
到
達
さ
せ
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
容
易
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
は
、
方
向
及
び
角
度
を
操
作
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
泡
を
放
射
す
る
筒
先
及
び
そ
の
周
囲
の
部
分
を
輻
射
熱
か
ら
保
護
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
令
第
十
六
条
第
四
項
（
令
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
毎
分
九
百
リ
ッ
ト
ル
に
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
て
い
る
普
通
泡
放
水
砲
の
数
を
乗
じ
て
得
た
放
水
能
力
に
総
放
水
能
力
（
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
を
兼
ね
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
総
放
水
能
力
と
自
衛
防
災
組
織
の
基
準
放
水
能
力
と
を
合
算
し
た
放
水
能
力
）
を
加
算
し
た
放
水
能
力
に
よ
り
百
二
十
分
継
続
し
て
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
の
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
消
防
車
用
屋
外
給
水

施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
当
該
特
定
事
業
所
に
あ
る
す
べ
て
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
（
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
該
当
す
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
で
そ
の
直
径
が
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
及
び
そ
の
他
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
（
浮
き
ぶ
た
付
き
の
屋
外
貯
蔵

タ
ン
ク
の
う
ち
浮
き
ぶ
た
が
屋
根
を
兼
ね
る
も
の
を
除
く
。
）
で
そ
の
直
径
が
三
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
（
消
防
法
別
表
第
一
に
掲
げ
る
第
三
石
油
類
又
は
第
四
石
油
類
を
貯
蔵
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
も

の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
普
通
泡
放
水
砲
か
ら
建
築
物
等
に
遮
蔽
さ
れ
る
こ
と
な
く
泡
水
溶
液
を
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
、
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
泡
を
当
該
タ
ン
ク
内
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

三
　
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
特
定
事
業
所
に
お
け
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
配
置
、
通
路
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
大
型
高
所
放
水
車
に
代
え
て
、
普
通
泡
放
水
砲
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
支
障
な
く
消
火
活
動
が
で
き
る
こ
と
。

３
　
令
第
十
六
条
第
四
項
第
二
号
（
令
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
資
機
材
等
は
、
大
型
化
学
消
防
車
と
合
わ
せ
て
毎
分
四
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
水
溶
液
を
普
通
泡
放

水
砲
が
消
火
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す
る
泡
を
タ
ン
ク
内
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
圧
力
に
よ
り
普
通
泡
放
水
砲
の
筒
先
の
基
部
ま
で
百
二
十
分
継
続
し
て
送
水
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
容
易
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
化
学
消
防
自
動
車
そ
の
他
の
動
力
消
防
ポ
ン
プ
と
す
る
。

（
可
搬
式
放
水
銃
等
）

第
二
十
一
条
　
令
第
十
五
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
可
搬
式
放
水
銃
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
同
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
ら
れ
た
防
災
資
機
材
等
の
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
防
災
資
機
材
等
各
一
台
又
は
各
一
基
に
つ
き
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
の
上
欄
中
可
搬
式
泡
放
水
砲
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
お
け
る
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
配
置
及
び

通
路
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
係
る
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
当
該
可
搬
式
泡
放
水
砲
を
用
い
な
い
で
有
効
な
消
火
活
動
が
で
き
る
も
の
と
市
町
村
長
等
が
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

可
搬
式
放
水
銃
等

防
災
資
機
材
等

数

筒
先
基
部
圧
力
が
一
・
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に

お
い
て
毎
分
三
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
水
溶
液
を
放

水
で
き
る
可
搬
式
泡
放
水
砲

消
火
薬
剤
タ
ン
ク
付
き
大
型
化
学
高
所
放
水
車

大
型
化
学
高
所
放
水
車

大
型
高
所
放
水
車

一
基

筒
先
基
部
圧
力
が
一
・
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に

お
い
て
毎
分
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
水
溶
液
を
放

水
で
き
る
可
搬
式
泡
放
水
砲

普
通
高
所
放
水
車

一
基

可
搬
式
放
水
銃

甲
種
普
通
化
学
消
防
車
（
令
第
九
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
備
え
付
け
る
べ
き
も
の
（
当
該
特
定
事
業
所
に

送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
当
該
送
泡
設
備
付
き
タ
ン
ク
が
な
い
も
の
と
み
な
し
た
と
き
に
令
第
九
条

及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
る
べ
き
も
の
）
に
限
る
。
）

一
基
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乙
種
普
通
化
学
消
防
車

普
通
消
防
車

小
型
消
防
車

耐
熱
服

消
火
薬
剤
タ
ン
ク
付
き
大
型
化
学
高
所
放
水
車

大
型
化
学
高
所
放
水
車

大
型
化
学
消
防
車

大
型
高
所
放
水
車

普
通
高
所
放
水
車

甲
種
普
通
化
学
消
防
車

乙
種
普
通
化
学
消
防
車

普
通
消
防
車

小
型
消
防
車

普
通
泡
放
水
砲

一
着

　

大
容
量
泡
放
水
砲

一
着
に
当
該
大
容
量
泡
放
水
砲
に
他
の

ポ
ン
プ
を
介
さ
ず
に
結
合
さ
れ
る
ポ
ン

プ
一
台
に
つ
き
一
着
を
加
算
し
た
数

空
気
呼
吸
器
又
は
酸
素
呼
吸
器

消
火
薬
剤
タ
ン
ク
付
き
大
型
化
学
高
所
放
水
車

大
型
化
学
高
所
放
水
車

大
型
化
学
消
防
車

大
型
高
所
放
水
車

普
通
高
所
放
水
車

甲
種
普
通
化
学
消
防
車

乙
種
普
通
化
学
消
防
車

普
通
消
防
車

小
型
消
防
車

普
通
泡
放
水
砲

一
個

　

大
容
量
泡
放
水
砲

一
個
に
当
該
大
容
量
泡
放
水
砲
に
他
の

ポ
ン
プ
を
介
さ
ず
に
結
合
さ
れ
る
ポ
ン

プ
一
台
に
つ
き
一
個
を
加
算
し
た
数

（
固
定
放
射
設
備
等
に
よ
る
代
替
措
置
）

第
二
十
一
条
の
二
　
特
定
事
業
者
は
、
そ
の
特
定
事
業
所
で
令
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
る
べ
き
防
災
資
機
材
等
に
よ
つ
て
有
効
な
防
災
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
お
い
て
、
必
要
な
範
囲
内
で
、
当
該
防
災
資
機
材
等
に
代
え
て
、
固
定
放
射
設
備
又
は
消
防
艇
並
び
に
泡
消
火
薬
剤
及
び
可
搬
式
放
水
銃
等
を
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
防
災
上

有
効
に
設
置
し
た
も
の
と
し
て
、
令
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
認
定
に
係
る
代
替
措
置
の
限
度
内
に
お
い
て
、
令
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

防
災
資
機
材
等
を
備
え
付
け
ず
、
又
は
そ
の
数
量
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
固
定
放
射
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
で
令
第
八
条
第
一
項
の
表
の
第
一
欄
か
ら
第
三
欄
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
第
四
欄
に
定
め
る
台
数
に
一
を
加
え
た
数
に
対
応
す
る
基
数
の
放
射
塔

か
ら
、
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
分
三
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
泡
を
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二
　
第
四
類
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
有
効
射
程
内
で
、
か
つ
、
有
効
な
放
射
角
度
を
な
す
位
置
（
浮
き
ぶ
た
付
き
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
浮
き
ぶ
た
が
屋
根
を
兼
ね
る
も
の
及
び
浮
き
ぶ
た

付
き
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
浮
き
ぶ
た
が
屋
根
を
兼
ね
る
も
の
以
外
の
も
の
で
浮
き
ぶ
た
の
甲
板
が
金
属
材
料
で
造
ら
れ
、
か
つ
、
浮
き
ぶ
た
の
浮
力
が
浮
き
に
よ
る
構
造
の
浮
き
ぶ
た
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
少
な
く

と
も
二
方
向
以
上
、
そ
の
他
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
あ
つ
て
は
少
な
く
と
も
三
方
向
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
当
該
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
対
し
て
相
互
に
お
お
む
ね
等
角
度
を
な
す
位
置
）
か
ら
、
少
な
く
と
も
毎
分
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の

放
水
能
力
を
も
つ
て
有
効
量
の
泡
を
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三
　
可
燃
性
の
高
圧
ガ
ス
を
処
理
す
る
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
有
効
射
程
内
で
、
か
つ
、
有
効
な
放
射
角
度
を
な
す
位
置
か
ら
、
少
な
く
と
も
毎
分
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
放
水
能
力
を
も
つ
て
有
効
量
の
放
水
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

四
　
地
震
動
、
爆
風
圧
、
放
射
圧
等
に
よ
つ
て
倒
壊
し
、
又
は
故
障
す
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

五
　
消
火
栓
を
有
す
る
こ
と
。

３
　
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
令
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
固
定
放
射
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

４
　
第
二
項
、
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
令
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
消
防
艇
を
設
置
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。
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５
　
特
定
事
業
者
は
、
そ
の
特
定
事
業
所
に
第
一
項
の
固
定
放
射
設
備
又
は
消
防
艇
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
に
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
直
ち
に
防
災
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
防
災
要
員
を
置
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
固
定
放
射
設
備
を
設
置
す
る
場
合
　
令
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
大
型
化
学
消
防
車
等
の
代
替
す
る
台
数
に
二
を
加
え
た
数
の
人
員

二
　
消
防
艇
を
設
置
す
る
場
合
　
当
該
消
防
艇
各
一
隻
に
つ
き
令
第
七
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
乗
組
船
舶
職
員
の
ほ
か
二
名

（
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
規
格
）

第
二
十
二
条
　
令
第
十
七
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
規
格
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
寸
法
が
、
海
面
上
の
高
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
海
面
下
の
深
さ
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
接
続
部
の
高
さ
が
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
。

二
　
接
続
部
の
形
式
は
、
重
ね
合
わ
せ
フ
ァ
ス
ナ
式
で
あ
る
こ
と
。

三
　
単
体
の
長
さ
は
、
原
則
と
し
て
二
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
。

四
　
単
体
の
長
さ
方
向
の
引
張
強
さ
は
、
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
　
防
油
壁
の
主
材
料
の
引
張
強
さ
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

六
　
使
用
状
態
に
お
い
て
耐
油
性
及
び
耐
水
性
を
有
す
る
こ
と
。

七
　
材
質
は
、
通
常
の
保
管
状
態
に
お
い
て
変
化
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
船
の
展
張
能
力
及
び
隻
数
）

第
二
十
三
条
　
令
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
船
は
、
一
隻
又
は
二
隻
以
上
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
船
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
を
一
時
間
以
内
に
展
張
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
油
回
収
船
及
び
油
回
収
装
置
）

第
二
十
三
条
の
二
　
令
第
十
八
条
第
二
項
の
油
回
収
装
置
を
積
載
し
て
海
面
に
流
出
し
た
石
油
の
回
収
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
船
舶
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
補
助
船
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当

す
る
船
舶
と
す
る
。

一
　
石
油
の
回
収
を
行
う
た
め
に
必
要
な
大
き
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
こ
と
。

二
　
自
力
で
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

２
　
令
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
油
回
収
船
又
は
油
回
収
装
置
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
条
件
の
下
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
石
油
の
回
収
能
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
油
回
収
船
の
み
を
備
え
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
隻
又
は
二
隻
以
上
の
油
回
収
船
で
、
油
回
収
装
置
の
み
を
備
え
付
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
又
は
二
以
上
の
油
回
収
装
置
で
、
油
回
収
船
及
び
油
回
収
装
置
を
備
え
付
け
る

場
合
に
あ
つ
て
は
一
隻
又
は
二
隻
以
上
の
油
回
収
船
及
び
一
又
は
二
以
上
の
油
回
収
装
置
で
、
毎
時
三
十
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
速
さ
で
石
油
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二
　
油
回
収
船
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

イ
　
自
力
で
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ
　
石
油
を
回
収
す
る
速
さ
に
応
じ
た
石
油
の
貯
蔵
及
び
移
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ハ
　
固
形
浮
遊
物
の
混
在
す
る
石
油
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三
　
油
回
収
装
置
は
、
補
助
船
と
一
体
と
な
つ
て
前
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

（
自
衛
防
災
組
織
の
現
況
に
つ
い
て
の
届
出
）

第
二
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
自
衛
防
災
組
織
に
防
災
要
員
を
置
き
、
若
し
く
は
防
災
資
機
材
等
を
備
え
付
け
た
日
又
は
そ
の
防
災
要
員
の
数
若
し
く
は
防
災
資
機
材
等
の
数
量
に
変
更
が
あ
つ
た

日
か
ら
七
日
以
内
に
様
式
第
五
の
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
防
災
管
理
者
等
の
届
出
及
び
防
災
規
程

（
防
災
管
理
者
等
の
届
出
）

第
二
十
五
条
　
法
第
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
防
災
管
理
者
又
は
副
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
災
規
程
）

第
二
十
六
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
防
災
規
程
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
防
災
管
理
者
、
副
防
災
管
理
者
及
び
防
災
要
員
の
職
務
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
防
災
管
理
者
、
副
防
災
管
理
者
又
は
防
災
要
員
が
、
旅
行
又
は
疾
病
そ
の
他
の
事
故
の
た
め
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
防
災
要
員
の
配
置
及
び
防
災
資
機
材
等
の
備
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
自
衛
防
災
組
織
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
防
災
要
員
に
対
す
る
防
災
教
育
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
自
衛
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
防
災
の
た
め
の
施
設
、
設
備
又
は
資
機
材
等
の
整
備
状
況
及
び
整
備
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
資
機
材
等
の
点
検
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
出
火
、
石
油
等
の
漏
え
い
そ
の
他
の
異
常
な
現
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
特
定
事
業
所
の
事
業
実
施
の
統
括
管
理
者
に
よ
る
消
防
機
関
へ
の
通
報
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
自
衛
防
災
組
織
の
防
災
活
動
に
関
す
る
こ
と
。
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十
一
　
特
定
事
業
所
の
主
要
な
施
設
又
は
設
備
を
明
示
し
た
書
類
又
は
図
面
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
防
災
に
関
す
る
業
務
を
行
う
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
災
害
の
現
場
に
お
い
て
市
町
村
長
（
特
別
区
の
存
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
都
知
事
。
）
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
市
町
村
（
特
別
区
の
存
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
都
。
）
の
職
員
か
ら
特
定
事
業
所
の
事
業
実
施
の
統
括
管

理
者
に
対
し
要
求
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
情
報
提
供
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
　
防
災
規
程
に
違
反
し
た
防
災
管
理
者
、
副
防
災
管
理
者
又
は
防
災
要
員
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
事
業
所
に
お
け
る
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
の
た
め
自
衛
防
災
組
織
が
行
う
べ
き
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

２
　
特
定
事
業
所
に
お
け
る
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
防
災
組
織
の
業
務
（
以
下
「
自
衛
防
災
業
務
」
と
い
う
。
）
の
一
部
が
当
該
特
定
事
業
所
の
所
在
す
る
特
別
防
災
区
域
の
特
定
事
業
者
以
外
の
者
に

委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
事
業
所
の
防
災
規
程
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
自
衛
防
災
業
務
の
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並

び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
自
衛
防
災
業
務
の
範
囲
及
び
実
施
方
法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
「
強
化
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
特
定
事
業
所
（
同
法
第

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
防
災
規
程
に
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
地
震
予
知
情
報
及
び
同
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
警
戒
宣
言
（
以
下
「
警
戒
宣
言
」
と
い
う
。
）
の
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
避
難
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
の
た
め
の
施
設
、
設
備
又
は
資
機
材
等
の
整
備
及
び
点
検
そ
の
他
地
震
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
大
規
模
な
地
震
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
広
報
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

４
　
強
化
地
域
の
指
定
の
際
現
に
当
該
地
域
に
所
在
す
る
特
定
事
業
所
の
防
災
規
程
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

５
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
次
項
に
お
い
て

「
推
進
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
特
定
事
業
所
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設
置
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
以
下
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生

す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
防
災
規
程
に
は
、
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
広
報
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

６
　
推
進
地
域
の
指
定
の
際
現
に
当
該
地
域
に
所
在
す
る
特
定
事
業
所
の
防
災
規
程
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

７
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
次
項
に
お
い
て
「
推
進
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
特
定
事
業
所
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設
置
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周

辺
海
溝
型
地
震
（
以
下
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
防
災
規
程
に
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
広
報
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

８
　
推
進
地
域
の
指
定
の
際
現
に
当
該
地
域
に
所
在
す
る
特
定
事
業
所
の
防
災
規
程
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

９
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
防
災
規
程
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
様
式
第
七
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
共
同
防
災
組
織

（
共
同
防
災
組
織
に
お
け
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
の
備
付
け
に
係
る
基
準
）

第
二
十
六
条
の
二
　
令
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該
自
衛
防
災
組
織
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
共
同
防
災
組
織
」
と
、
「
当
該
特
定
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
す
べ
て
の
構
成
事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
省
力
化
に
資
す
る
装
置
又
は
機
械
器
具
）

第
二
十
六
条
の
二
の
二
　
令
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
防
災
要
員
の
行
う
防
災
活
動
に
お
け
る
作
業
の
省
力
化
に
資
す
る
装
置
又
は
機
械
器
具
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
も

の
と
す
る
。

２
　
令
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
防
災
要
員
の
行
う
防
災
活
動
に
お
け
る
作
業
の
省
力
化
に
資
す
る
装
置
又
は
機
械
器
具
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る

も
の
と
す
る
。

（
構
成
事
業
所
の
要
件
及
び
防
災
要
員
）

第
二
十
六
条
の
三
　
令
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
構
成
事
業
者
の
う
ち
に
、
そ
の
構
成
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
に
令
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
及
び
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
防
災
資
機
材
等
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
各
構
成
事
業
者
の
構
成
事
業
所
の
す
べ
て
が
第
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
災
資
機
材
等
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
令
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
要
員
の
人
数
は
、
第
十
七
条
の
三
第
二
項
各
号
に
定
め
る
人
数
と
す
る
。
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２
　
令
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
構
成
事
業
者
が
、
そ
の
構
成
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
に
同
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
は
、
第
十
七
条
の
三
第
一
項
第
五
号
又
は
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
令
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
総
務
省
令
で
定

め
る
防
災
要
員
の
人
数
は
、
第
十
七
条
の
三
第
二
項
第
五
号
又
は
同
項
第
六
号
に
定
め
る
人
数
と
す
る
。

（
大
型
化
学
消
防
車
及
び
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
の
台
数
に
係
る
特
例
）

第
二
十
六
条
の
四
　
第
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
令
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
大
型
化
学
消
防
車
又
は
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
を
備
え
付
け
た
共
同
防
災
組
織
で
、
同
号
イ
又
は
ハ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
令
第
八
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
令
第
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十

条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
令
第
九
条
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
令
第
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
泡
消
火
薬
剤
の
量
に
係
る
特
例
）

第
二
十
六
条
の
五
　
第
十
九
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
令
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
泡
消
火
薬
剤
を
備
え
付
け
た
共
同
防
災
組
織
で
、
同
号
イ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
九
条
の
二
の
二
第
一
号
中
「
令
第
十
四
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
令
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
共
同
防
災
組
織
に
お
け
る
大
容
量
泡
放
水
砲
等
に
係
る
防
災
要
員
）

第
二
十
六
条
の
六
　
共
同
防
災
組
織
に
対
す
る
第
十
七
条
の
二
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
自
衛
防
災
組
織
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
組
織
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
（
」
と
あ
る
の
は
「
構

成
事
業
所
ご
と
の
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
（
」
と
、
「
人
数
」
と
あ
る
の
は
「
人
数
の
う
ち
最
も
多
い
人
数
」
と
す
る
。

（
可
搬
式
放
水
銃
等
の
備
付
け
）

第
二
十
七
条
　
令
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
可
搬
式
放
水
銃
等
に
つ
き
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
と
す
る
。

一
　
可
搬
式
放
水
銃
　
一
基

二
　
耐
熱
服
　
一
着

三
　
空
気
呼
吸
器
又
は
酸
素
呼
吸
器
　
一
個

（
共
同
防
災
規
程
）

第
二
十
八
条
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
共
同
防
災
規
程
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
共
同
防
災
組
織
を
指
揮
し
、
監
督
す
る
者
の
職
務
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
防
災
要
員
の
職
務
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
共
同
防
災
組
織
を
指
揮
し
、
監
督
す
る
者
又
は
防
災
要
員
が
旅
行
又
は
疾
病
そ
の
他
の
事
故
の
た
め
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
防
災
要
員
の
配
置
及
び
防
災
資
機
材
等
の
備
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
共
同
防
災
組
織
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
防
災
要
員
に
対
す
る
防
災
教
育
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
共
同
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
共
同
防
災
組
織
及
び
構
成
事
業
所
の
防
災
の
た
め
の
施
設
、
設
備
又
は
資
機
材
等
の
整
備
状
況
及
び
整
備
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
防
災
資
機
材
等
の
点
検
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
共
同
防
災
組
織
の
防
災
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
構
成
事
業
所
の
各
施
設
地
区
内
の
主
要
な
施
設
又
は
設
備
を
明
示
し
た
書
類
又
は
図
面
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
共
同
防
災
組
織
と
そ
の
構
成
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
と
の
防
災
活
動
に
関
す
る
連
絡
調
整
等
の
関
係
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
構
成
事
業
所
の
防
災
に
関
す
る
業
務
を
行
う
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
　
共
同
防
災
規
程
に
違
反
し
た
防
災
要
員
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
共
同
防
災
組
織
が
行
う
べ
き
業
務
並
び
に
防
災
要
員
及
び
防
災
資
機
材
等
に
関
し
必
要
な
事
項

２
　
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
る
特
定
事
業
所
に
お
け
る
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
当
該
共
同
防
災
組
織
の
業
務
（
以
下
「
共
同
防
災
業
務
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
が
当
該
特
定
事
業
所
の
所
在

す
る
特
別
防
災
区
域
の
特
定
事
業
者
以
外
の
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
共
同
防
災
組
織
に
係
る
共
同
防
災
規
程
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
共
同
防
災
業
務
の
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法

人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
共
同
防
災
業
務
の
範
囲
及
び
実
施
方
法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
同
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
届
出
）

第
二
十
九
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
、
又
は
そ
の
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
様
式
第
八
の
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
広
域
共
同
防
災
組
織

（
広
域
共
同
防
災
規
程
）

第
三
十
条
　
法
第
十
九
条
の
二
第
三
項
の
広
域
共
同
防
災
規
程
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
広
域
共
同
防
災
組
織
を
指
揮
し
、
監
督
す
る
者
の
職
務
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
防
災
要
員
の
職
務
に
関
す
る
こ
と
。
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三
　
広
域
共
同
防
災
組
織
を
指
揮
し
、
監
督
す
る
者
又
は
防
災
要
員
が
旅
行
又
は
疾
病
そ
の
他
の
事
故
の
た
め
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
者
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
防
災
要
員
の
配
置
及
び
防
災
資
機
材
等
の
備
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
防
災
資
機
材
等
の
輸
送
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
広
域
共
同
防
災
組
織
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
防
災
要
員
に
対
す
る
防
災
教
育
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
広
域
共
同
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
広
域
共
同
防
災
組
織
及
び
広
域
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
る
各
特
定
事
業
所
の
防
災
の
た
め
の
施
設
、
設
備
又
は
資
機
材
等
の
整
備
状
況
及
び
整
備
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
防
災
資
機
材
等
の
点
検
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
広
域
共
同
防
災
組
織
の
防
災
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
広
域
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
る
各
特
定
事
業
所
の
各
施
設
地
区
内
の
主
要
な
施
設
又
は
設
備
を
明
示
し
た
書
類
又
は
図
面
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
広
域
共
同
防
災
組
織
と
そ
の
広
域
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
る
各
特
定
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
及
び
当
該
各
特
定
事
業
所
に
係
る
共
同
防
災
組
織
と
の
防
災
活
動
に
関
す
る
連
絡
調
整
等
の
関
係
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
　
広
域
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
る
各
特
定
事
業
所
の
防
災
に
関
す
る
業
務
を
行
う
者
の
職
務
及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
　
広
域
共
同
防
災
規
程
に
違
反
し
た
防
災
要
員
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
広
域
共
同
防
災
組
織
が
行
う
べ
き
業
務
並
び
に
防
災
要
員
及
び
防
災
資
機
材
等
に
関
し
必
要
な
事
項

２
　
広
域
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
る
特
定
事
業
所
に
お
け
る
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
当
該
広
域
共
同
防
災
組
織
の
業
務
（
以
下
「
広
域
共
同
防
災
業
務
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
が
当
該
特
定

事
業
所
の
所
在
す
る
特
別
防
災
区
域
の
特
定
事
業
者
以
外
の
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
広
域
共
同
防
災
組
織
に
係
る
広
域
共
同
防
災
規
程
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
広
域
共
同
防
災
業
務

の
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
広
域
共
同
防
災
業
務
の
範
囲
及
び
実
施
方
法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
広
域
共
同
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
届
出
）

第
三
十
一
条
　
法
第
十
九
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
広
域
共
同
防
災
組
織
を
設
置
し
、
又
は
そ
の
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
様
式
第
八
の
二
の
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
広
域
共
同
防
災
組
織
に
お
け
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
の
備
付
け
に
係
る
基
準
）

第
三
十
二
条
　
令
第
二
十
三
条
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該
自
衛
防
災
組
織
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

広
域
共
同
防
災
組
織
」
と
、
「
当
該
特
定
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
広
域
共
同
防
災
組
織
に
係
る
す
べ
て
の
特
定
事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
広
域
共
同
防
災
組
織
に
お
け
る
大
容
量
泡
放
水
砲
等
に
係
る
防
災
要
員
）

第
三
十
二
条
の
二
　
広
域
共
同
防
災
組
織
に
対
す
る
第
十
七
条
の
二
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
自
衛
防
災
組
織
」
と
あ
る
の
は
「
広
域
共
同
防
災
組
織
」
と
、
「
市
町
村
長
等
」
と
あ
る
の
は
「
関
係
市
町
村
長
等
の
意
見
を
聴
い

て
都
道
府
県
知
事
等
（
法
第
十
九
条
の
二
第
四
項
の
都
道
府
県
知
事
等
を
い
う
。
）
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
大
容
量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
（
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
広
域
共
同
防
災
組
織
に
係
る
各
特
定
事
業
所
ご
と
の
大
容

量
泡
放
水
砲
用
屋
外
給
水
施
設
（
」
と
、
「
人
数
」
と
あ
る
の
は
「
人
数
の
う
ち
最
も
多
い
人
数
」
と
す
る
。

第
五
章
　
定
期
報
告

（
防
災
業
務
の
報
告
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
十
条
の
二
の
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

２
　
防
災
業
務
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
ご
と
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
衛
防
災
組
織
が
行
う
防
災
業
務
と
し
て
特
定
事
業
者
が
報
告
す
る
も
の

イ
　
特
定
防
災
施
設
等
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ロ
　
防
災
要
員
の
配
置
並
び
に
防
災
資
機
材
等
の
備
え
付
け
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ハ
　
防
災
管
理
者
（
第
一
種
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
副
防
災
管
理
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
研
修
の
受
講
に
関
す
る
こ
と
。

ニ
　
防
災
管
理
者
の
選
任
の
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
規
程
に
基
づ
く
特
定
防
災
施
設
等
の
点
検
並
び
に
防
災
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
、
異
常
現
象
の
通
報
等
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
共
同
防
災
組
織
が
行
う
防
災
業
務
と
し
て
法
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
を
代
表
す
る
者
が
報
告
す
る
も
の

イ
　
共
同
防
災
組
織
の
防
災
要
員
の
配
置
並
び
に
防
災
資
機
材
等
の
備
え
付
け
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ロ
　
共
同
防
災
組
織
の
設
置
及
び
変
更
の
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
共
同
防
災
規
程
に
基
づ
く
防
災
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
等
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
前
項
第
一
号
の
報
告
は
様
式
第
九
の
報
告
書
に
よ
つ
て
、
同
項
第
二
号
の
報
告
は
様
式
第
十
の
報
告
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
当
該
特
別
防
災
区
域
と
な
る
べ
き
地
域
に
昭
和
五
十
一
年
六
月
一
日
以
前
か
ら
事
業
所
（
新
設
工
事
中
の
も
の
を
含
む
。
）
と
し
て
所
在
し
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
特
定
事
業
所
と
な
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
当
該
既
存
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
、
そ
の
特
定
事
業
所
と
な
つ
た
日
に
お
い
て
現
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、
第
十
八
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
、
規
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格
放
水
圧
力
が
八
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
場
合
に
お
い
て
放
水
能
力
が
毎
分
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
事
業
所
と
な
つ
た
日
か
ら
五
年
間
は
、
二
台
を
一
組

と
し
て
令
第
八
条
の
大
型
化
学
消
防
車
と
み
な
す
。

２
　
当
該
既
存
事
業
所
に
、
そ
の
特
定
事
業
所
と
な
つ
た
日
に
お
い
て
現
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、
そ
の

あ
わ泡

を
放
射
す
る
筒
先
の
高
さ
が
地
上
か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
二
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
か
つ
、

第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
若
し
く
は
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
同
条
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
又
は
同
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
同
条

第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
そ
の
日
か
ら
五
年
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
第
八
条
の
大
型
高
所
放
水
車
若
し
く
は
令
第
十
一
条
の
普
通
高
所
放
水
車
又
は
令
第
十
五
条
第
二
項
の
大
型
化
学
高

所
放
水
車
と
み
な
す
。

３
　
当
該
既
存
事
業
所
に
、
そ
の
特
定
事
業
所
と
な
つ
た
日
に
お
い
て
現
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、
第
十
八
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
、
規
格
放
水
圧
力
が
八
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
場
合
に
お
け
る
放
水
量
が
毎
分
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
容
量
が
千
五
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の

あ
わ泡

消
火
薬
剤
タ
ン
ク
を
備
え
付
け
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
日
か
ら
五
年
間
は
、
令
第
九
条
の
甲
種
普
通
化

学
消
防
車
と
み
な
す
。

４
　
当
該
既
存
事
業
所
に
、
そ
の
特
定
事
業
所
と
な
つ
た
日
に
お
い
て
現
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
で
、
そ
の
規
格
が
第
二
十
二
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
、
そ
の
寸
法
が
海
面

上
の
高
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
海
面
下
の
深
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
は
、
そ
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
同
条
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
六
日
自
治
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
八
月
一
九
日
自
治
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
九
月
一
三
日
自
治
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
二
月
一
三
日
自
治
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
二
月
二
〇
日
自
治
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
一
二
月
二
一
日
自
治
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
第
二
項
を
削
る
改
正
規
定
及
び
様
式
第
六
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
二
七
日
自
治
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
八
月
一
三
日
自
治
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
第
二
十
六
条
又
は
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
て
い
る
防
災
規
程

又
は
共
同
防
災
規
程
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
第
二
十
六
条
又
は
第
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
防
災
規
程
又
は
共
同
防
災
規
程
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
一
〇
日
自
治
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
一
三
日
自
治
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
月
一
九
日
自
治
省
令
第
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規
定
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
一
日
自
治
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
月
一
一
日
自
治
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
一
九
日
自
治
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
三
一
日
自
治
省
令
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
最
初
の
外
観
点
検
、
機
能
点
検
又
は
総
合
点
検
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前

に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
最
後
の
外
観
点
検
、
機
能
点
検
又
は
総
合
点
検
を
実
施
し
た
日
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
一
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
布
の
日
前
三
年
以
内
に
実
施
し
た
点
検
に
係
る
点
検
記
録
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
保
存
し
て
い
る
も
の
は
、
点
検
を
実
施
し
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
自
治
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
一
月
九
日
自
治
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
四
日
自
治
省
令
第
四
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
八
条
の
改
正
規
定
（
「
八
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
〇
・
八
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
」
に
、
「
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
・

〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
」
に
、
「
十
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
・
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
」
に
、
「
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
〇
・
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十

一
条
の
表
の
改
正
規
定
（
「
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
・
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
平
成
十
一
年
十
月
一
日
に
お
い
て
現
に
特
定
事
業
者
が
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
特
定

事
業
所
に
係
る
自
衛
防
災
組
織
又
は
共
同
防
災
組
織
に
備
え
付
け
て
い
る
大
型
化
学
消
防
車
、
大
型
高
所
放
水
車
、
泡
原
液
搬
送
車
、
甲
種
普
通
化
学
消
防
車
、
普
通
消
防
車
、
小
型
消
防
車
、
普
通
高
所
放
水
車
、
乙
種
普
通
化
学

消
防
車
、
大
型
化
学
高
所
放
水
車
又
は
可
搬
式
泡
放
水
砲
で
、
改
正
後
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
第
十
八
条
各
項
又
は
第
二
十
一
条
の
表
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
四
月
三
日
自
治
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
一
四
日
自
治
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
二
四
日
総
務
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
一
四
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
後
改
正
後
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
最
初
に
行
う
防
災
業
務
の
実
施
の
状
況
の
報
告
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
八
月
三
一
日
総
務
省
令
第
一
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
五
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
消
防
法
及
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
九
日
総
務
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
防
災
規
程
の
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
設
省
令
第
二
十
六
条
第
五
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
部
分
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
設
省
令
第
二
十
六
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
設
省
令
第
二
十
六
条
第
五
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
部
分
と
み
な
す
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
四
日
総
務
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
日
総
務
省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
総
務
省
令
第
一
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
三
一
日
総
務
省
令
第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様
式
第
１
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第1（第14条関係）（平6自省令4・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 流出油等防止堤設置届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名 氏名 称及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 流出油等防止堤を設置したので、石油コンビナート等災害防止法第15条第 2項の規定に基づき届け出ます。 事業所の設置の 場所及び名称電話 設置の位置（別添図書のとおり） 流出油等防止堤の総延 容量 長m 流出油等防止堤 構造（別添図書のとおり） 最大防油堤最大防油堤内の最大屋 の容量外貯蔵タンクの容量kl 着工年月日年月日 完成年月日年月日 ※受付欄※手数料※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2流出油等防止堤を二以上設置した場合は、それぞれの流出油等防止堤及び最大防油堤の容量を記入するとともに、総延長についてはそれぞれを合算した数値を記入すること。 3届出書に添付すべき別添図書は、次のとおりとすること。 流出油等防止堤の設置の位置 ア各施設地区の配置及び名称並びに流出油等防止堤の設置の位置を明示したもの。 イ加熱炉、焼却炉等の火気使用施設がある場合、その設置の位置を明示したもの。 ウ流出油等防止堤内の土地の高低を明示したもの。 エ流出油等防止堤を横断する排水溝等の位置を明示したもの。 オ流出油等防止堤の容量の計算根拠を示すもの。 流出油等防止堤の構造 ア流出油等防止堤の構造を明示したもの。 イ流出油等防止堤を横断する排水溝等に設けられた開閉設備の構造を説明するもの。 ウ流出油等防止堤の強度の計算根拠及び排水溝等に設けられた開閉設備の機能を説明するもの。 4※印欄は、記入しないこと。 
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様
式
第
２
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第2（第14条関係）（平6自省令4・平17総省令159・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 消防車用屋外給水施設設置届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名 氏名 称及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 消防車用屋外給水施設を設置したので、石油コンビナート等災害防止法第 15条第2項の規定に基づき届け出ます。 事業所の設置の 場所及び名称電話 石油コンビナート等災害防止法第16条第4 項の規定に基づき自衛防災組織に備え付け るべき化学消防自動車等の種類と台数 種別 水源 他の給水用設備等 水量 との兼用の有無 消火栓 個（別添図書のとおり） の個数 配管 他の給水用設備等 総延長 mとの兼用の有無 消防車用屋外給水施設 全揚程吐出量 ml／min 加圧ポンプ 他の給水用設備等 基数基 との兼用の有無 非常電源非常電源専用受電設備、自家発電設備、その他（） 代替施設 （別添図書のとおり） 着工年月日年月日 完成年月日年月日 ※受付欄※手数料※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2水量は、連続して取水が可能な量を記入すること。 3加圧ポンプが二以上ある場合には、当該加圧ポンプごとに必要な事項を記入すること。 4届出書に添付すべき別添図書は、次のとおりとすること。 水源 ア他の給水用設備等と兼用している場合は、それぞれに供給する水量を明示したもの（計算根拠を示すもの及び図面を含む。） イ設計給水能力を説明したもの。 ウ水源が貯水槽、プール等である場合は、その構造を明示したもの。 配管 ア加圧ポンプと末端の消火栓との間の配管（加圧ポンプの吸込側の配管を含む。）の口径及び長さ並びに接手及び弁類の状況を示したもの。 イ配管の摩擦損失等の計算根拠を示すもの。 ウ配管の施工方法を明示したもの。 消火栓の個数等 ア各施設地区の配置及び名称並びに第四類の危険物及び高圧ガスを扱う施設の位置を明示したもの。 イ水源、加圧ポンプ、配管系統、消火栓、仕切弁等の位置を明示したもの（他の給水用設備等と兼用するものについては、その旨を明示したもの）。 加圧ポンプ ア加圧ポンプの性能及び容量の算出根拠を示すもの。 イ駆動機等の容量の算出根拠を示すもの。 ウ他の給水用設備等と兼用している場合は、それぞれの設備の送水能力を説明するもの。 エ非常電源（非常電源専用受電設備にあつては、給電が別系統であるもの）の系統を説明するもの。 消火栓に代替できる貯水槽、プール、海等については、の別添図書に明示すること。 5※印欄は、記入しないこと。 
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様
式
第
２
の
２
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第2の2（第14条関係）（平17総省令159・追加、令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 大容量泡放水砲用屋外給水施設設置届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名称 氏名及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 大容量泡放水砲用屋外給水施設を設置したので、石油コンビナート等災害 防止法第15条第2項の規定に基づき届け出ます。 事業所の設置の 場所及び名称電話 石油コンビナート等災害防止法第16条第4 項の規定に基づき自衛防災組織に備え付け るべき化学消防自動車等の種類と台数 種別 水源 他の給水用設備等 水量 との兼用の有無 消火栓 個（別添図書のとおり） の個数 配管 他の給水用設備等 総延長 との兼用の有無 消火用屋外給水施設 全揚程吐出量1／min 加圧ポンプ 他の給水用設備等 基数基 との兼用の有無 非常電源非常電源専用受電設備、自家発電設備、その他（） 代替施設 （別添図書のとおり） 着工年月日年月日 完成年月日年月日 ※受付欄※手数料※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2水量は、連続して取水が可能な量を記入すること。 3加圧ポンプが二以上ある場合には、当該加圧ポンプごとに必要な事項を記入すること。 4届出書に添付すべき別添図書は、次のとおりとすること。 水源 ア他の給水用設備等と兼用している場合は、それぞれに供給する水量を明示したもの（計算根拠を示すもの及び図面を含む。） イ設計給水能力を説明したもの。 ウ水源が貯水槽、プール等である場合は、その構造を明示したもの。 配管 ア加圧ポンプと末端の消火栓との間の配管（加圧ポンプの吸込側の配管を含む。）の口径及び長さ並びに接手及び弁類の状況を示したもの。 イ配管の摩擦損失等の計算根拠を示すもの。 ウ配管の施工方法を明示したもの。 消火栓の個数等 ア各施設地区の配置及び名称並びに第四類の危険物及び高圧ガスを扱う施設の位置を明示したもの。 イ水源、加圧ポンプ、配管系統、消火栓、仕切弁等の位置を明示したもの（他の給水用設備等と兼用するものについては、その旨を明示したもの）。 加圧ポンプ ア加圧ポンプの性能及び容量の算出根拠を示すもの。 イ駆動機等の容量の算出根拠を示すもの。 ウ他の給水用設備等と兼用している場合は、それぞれの設備の送水能力を説明するもの。 エ非常電源（非常電源専用受電設備にあつては、給電が別系統であるもの）の系統を説明するもの。 消火栓に代替できる貯水槽、プール、海等については、の別添図書に明示すること。 5※印欄は、記入しないこと。 
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様
式
第
３
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第3（第14条関係）（平6自省令4・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 非常通報設備設置届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名 氏名 称及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 非常通報設備を設置したので、石油コンビナート等災害防止法第15条第2 項に基づき届け出ます。 事業所の設置の場所 電話 及び名称 種別 非常通 報設備 設置の位置（別添図書のとおり） 着工年月日年月日 完成年月日年月日 ※受付欄※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2届出書に添付すべき別添図書は、次のとおりとする。 ア非常通報設備の設置の場所を明示したもの。 イ無線設備又は有線電気通信設備については、 無線局免許状の写又は有線電気通信設備の設置許可状の写 通信することができる消防機関の名称及び所在地 通信することができる関係事業所の名称及び所在地を示すもの。 3※印欄には、記入しないこと。  
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様式第4（第14条関係）（平6自省令4・令元総省令19・一部改正） 特定防災施設等検査済証 番号 年月日 市町村長（都道府県知事） 下記の特定防災施設等は、石油コンビナート等災害防止法第15条第1項の 設置基準に適合していることを証明する。 記 住所及び氏 設置者 名 特定防災種類及び設 施設等置の場所 検査年月日年月日 備考 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  
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様式第5（第24条関係）（平17総省令159・全改、平18総省令46・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） （その1） 防災要員及び防災資機材等現況届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名称 氏名及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 自衛防災組織の防災要員及び防災資機材等の現況について、石油コンビナ ート等災害防止法第16条第5項の規定に基づき届け出ます。 事業所の設置の場所及び名 称 石油の貯蔵・取扱量k1高圧ガスの処理量N 指定施設における第四類危 石油の貯蔵量の指定数量 険物の取扱量の指定数量に倍倍 に対する倍数 対する倍数 送泡設備付きタンクの有無 石油を貯蔵する高さ15以上の屋外貯蔵タンクの有無 石油を貯蔵し、又は取り扱う高さ20以上の建物その他の工作物 の有無 浮きぶた付きのタンクの うち浮きぶたが屋根を兼 ねるもの 浮きぶた付きのタンクの うち浮きぶたが屋根を兼 石油を貯蔵する 屋外貯蔵タンク の型別及び石油 類別のタンクの 直径のうち最大 のもの ねるもの以外のもの 第一石油類又 は第二石油類 その他の タンク 第三石油類又 は第四石油類 特定移送取扱所の配管の延長 特定移送取扱所の配管に係る最大常用圧力MPa ※受付欄※備考 （その2） 防災資機材等防災要員 自衛防災組共同防災組織を現に備え付各1台、 織に備え付設置した場合にけている数各1基又 けるべき数減ずることがで量及び性能は各1隻 種類 量きる数量につき置 いている 人員 大型化学消防車 大型高所放水車 泡原液搬送車 甲種普通化学消防車 普通消防車 小型消防車 普通高所放水車 乙種普通化学消防車 大型化学高所放水車 普通泡放水砲 可搬式放水銃 可搬式泡放水砲（3 千型） 可搬式泡放水砲（2 千型） 耐熱服 空気呼吸器又は酸素 呼吸器 泡消火薬剤 オイルフェンス オイルフェンス展張 船 油回収船 合計 指揮者人 その他の防災資機材等 その他の 人 防災要員 現に備え付けてい防災要員 自衛防災組織に備え る大容量泡放水砲備付けの場 付けるべき大容量泡 の数量及び放水能所 大容量泡放水砲の放水能力 力 放水砲等 人 ※備考 別紙 大容量泡放水砲用防災資機材等 自衛防災組織に現に備え付 種類備付けの場所 けている数量及び性能等 ポンプ 混合装置 ホース 大容量泡放水砲用泡消火 薬剤 その他の防災資機材等 ※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2様式（その1）について 指定数量に対する倍数の欄には、移送取扱所又は移動タンクに係る分を除いて計算した倍数の合計を記入すること。 浮きぶた付きのタンクのうち浮きぶたが屋根を兼ねるもの以外のものの欄には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第18条の2で定める浮きぶた付きの屋外貯蔵タンクのうち浮きぶたが屋根を兼ねるもの以外のものの直径を記入すること。 特定移送取扱所（危険物の規制に関する規則第28条の52に定めるものをいう。）の配管の延長の欄には、特定移送取扱所（海底に設置されているものを除く。）のうちの最長の配管の延長を記入すること。 3様式（その2）について 自衛防災組織に備え付けるべき数量の欄には、石油コンビナート等災害防止法施行令第8条から第18条（第13条を除く。）までの規定により備え付けるべき数量を記入すること。 共同防災組織を設置した場合に減ずることができる数量の欄には、石油コンビナート等災害防止法第19条第4項の規定に基づき減ずることができる数量を記入すること。 現に備え付けている数量及び性能の欄には、石油コンビナート等災害防止法施行令第8条から第12条まで及び石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第18条から第23条の2（第19条の2を除く。）までに定める能力以上の能力を有するものの数量及びその能力を記入すること。 各1台、各1基又は各1隻につき置いている人員の欄には、石油コンビナート等災害防止法施行令第7条及び第21条の規定により置いている防災要員の数（同一の種類の防災資機材等を2以上備え付けており、当該防災資機材等につき置いている防災要員の数が同一でない場合は、それぞれの数）を記入すること。 その他の防災資機材等の欄には、種類の欄に記載のないもの又は石油コンビナート等災害防止法施行令若しくは石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令に定める能力未満の防災資機材等の名称、数量及び能力を記入すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第13条第1項の規定に基づき大容量泡放水砲を備え付けている場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第19条の2及び第19条の4に関する防災資機材等について別紙の用紙を添付すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第7条第6項及び第21条第1項第3号イの規定に基づき、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第17条の2の2第1項及び第26条の2の2第2項に規定する装置又は機械器具を有し、又は搭載している防災資機材等を備え付けている場合には、第17条の2の2第2項から第5項まで、第17条の3第1項及び第26条の2の2第2項の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第8条第2項に規定する送泡設備付きタンクがある場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第18条の4から第18条の8まで及び第19条の3の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第16条第2項の規定に基づき、大型化学高所放水車を備え付けている場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第20条第2項の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 10石油コンビナート等災害防止法施行令第16条第3項の規定に基づき、普通泡放水砲を備え付けている場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第20条の2第2項の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 4別紙について その他の防災資機材等の欄には、種類の欄に記載のないものの名称、数量及び能力を記入すること。 備付けの場所の欄には、防災資機材等を備え付ける場所の名称を記入すること。 5※印欄には、記入しないこと。 

28



29



30



31



 

32



様
式
第
６
（
第
２
５
条
関
係
）

様式第6（第25条関係）（昭57自省令29・全改、平6自省令4・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 防災管理者（副防災管理者）選任・解任届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名 氏名 称及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 防災管理者 を選任・解任したので、石油コンビナート等災害防止法第 副防災管理者 17条第5項の規定に基づき届け出ます。 事業所の設置場所及び名称 区分選任解任 氏名 防災管理者 選任・解任年月日 職務上の地位 氏名 副防災管理者 選任・解任年月日 職務上の地位 ※受付欄※備考 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2※印欄には、記入しないこと。  
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様式第7（第26条関係）（平6自省令4・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 防災規程制定（変更）届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名 氏名 称及び代表者の氏名 別添のとおり、防災規程を制定（変更）したので、石油コンビナート等災 害防止法第18条第1項の規定に基づき届け出ます。 事業所の設置場所及び名称 制定 防災規程年月日年月日 変更 ※受付欄※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2※印欄には、記入しないこと。  
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様式第8（第29条関係）（平17総省令159・全改、平18総省令46・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） （その1） 共同防災組織設置（変更）届出書 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 共同防災組織を設置する特定事業者の名称 氏名法人にあつてはその名称及び代表者の氏名 共同防災組織を設置（変更）したので、石油コンビナート等災害防止法第 19条第3項の規定に基づき届け出ます。 名称 共同防災 組織 事務所の住所 共同防災組織に係る特定事 業所の設置の場所及び名称 共同防災規程制定 共同防災規程（別添のとおり）年月日 （変更）年月日 ※受付欄※備考 （その2） 防災資機材等防災要員 共同防災組織各1台、 共同防災組 に係る特定事各1基又 織に現に備勤務又 業所のうち最備付けは各1隻 種類え付けていは待機 大の数量を備の場所につき置 る数量及びの場所 え付ける特定いている 性能 事業所の数量人員 大型化学消防車  大型高所放水車  泡原液搬送車  甲種普通化学消防 車 普通消防車  小型消防車  普通高所放水車  乙種普通化学消防 車 大型化学高所放水 車 普通泡放水砲  可搬式放水銃  可搬式泡放水砲  （3千型） 可搬式泡放水砲  （2千型） 耐熱服 空気呼吸器又は酸 素呼吸器 泡消火薬剤  オイルフェンス  オイルフェンス展 張船 油回収船  合計 指揮者人 その他の防災資機材等 その他の 人 防災要員 共同防災組織に共同防災組織に現 備え付けるべきに備え付けている備付けの場 防災要員 大容量泡放大容量泡放水砲大容量泡放水砲の所 水砲等の放水能力数量及び放水能力 人 ※備考 別紙 大容量泡放水砲用防災資機材等 共同防災組織に現に備え付 種類備付けの場所 けている数量及び性能等 ポンプ 混合装置 ホース 大容量泡放水砲用泡消火 薬剤 その他の防災資機材等 防災要員 勤務又は待機の場所 ※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2様式（その1）について 共同防災組織に係る特定事業所の設置の場所及び名称の欄には、すべての特定事業所について記入するものとし、すべての特定事業所について記入できない場合にあつては、別紙として添付すること。 3様式（その2）について 備付けの場所の欄には、防災資機材等を備え付ける場所の名称を記入すること。 各1台、各1基又は各1隻につき置いている人員の欄には、石油コンビナート等災害防止法施行令第20条の規定により置いている防災要員の数（同一の種類の防災資機材等を2以上備え付けており、当該防災資機材等につき置いている防災要員の数が同一でない場合は、それぞれの数）を記入すること。 勤務又は待機の場所の欄には、防災要員の勤務又は待機の場所の名称及び位置（同一場所でない場合は、それぞれの名称、位置及び防災要員の数）を記入すること。 その他の防災資機材等の欄には、種類の欄に記載のないもの又は石油コンビナート等災害防止法施行令若しくは石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令に定める能力未満の防災資機材等の名称、数量及び能力を記入すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第20条第1項第2号の規定に基づき大容量泡放水砲を備え付けている場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第19条の2及び第19条の4に関する防災資機材等について別紙の用紙を添付すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第20条第1項第4号イの規定に基づき、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第26条の2の2第1項に規定する装置又は機械器具を有し、又は搭載している防災資機材等を備え付けている場合には、同項及び第26条の3第1項の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第20条第1項第5号において準用する第16条第2項の規定に基づき、大型化学高所放水車を備え付けている場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第20条第2項の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 石油コンビナート等災害防止法施行令第20条第1項第5号において準用する第16条第3項の規定に基づき、普通泡放水砲を備え付けている場合には、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第20条の2第2項の要件に適合していることを説明する別添図書を添付すること。 4別紙について その他の防災資機材等の欄には、種類の欄に記載のないものの名称、数量及び能力を記入すること。 備付けの場所の欄には、防災資機材等を備え付ける場所の名称を記入すること。 勤務又は待機の場所の欄には、防災要員の勤務又は待機の場所の名称及び位置（同一場所でない場合は、それぞれの名称、位置及び防災要員の数）を記入すること。 5※印欄には、記入しないこと。 
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様式第8の2（第31条関係）（平17総省令159・追加、令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 広域共同防災組織設置（変更）届出書 年月日 都道府県知事（主務大臣）殿 届出者 住所 広域共同防災組織を設置する特定事業者の名称 氏名法人にあつてはその名称及び代表者の氏名 広域共同防災組織を設置（変更）したので、石油コンビナート等災害防止 法第19条の2第4項の規定に基づき届け出ます。 名称 広域共同 防災組織 事務所の住所 広域共同防災組織に係る特 定事業所の設置の場所及び 名称 広域共同防災規程 広域共同防災規程（別添のとおり）年月日 制定（変更）年月日 ※受付欄※備考 別紙 大容量泡放水砲 広域共同防災組織に現 広域共同防災組織に備 に備え付けている大容 え付けるべき大容量泡備付けの場所 大容量泡放量泡放水砲の数量及び 放水砲の放水能力 水砲放水能力 大容量泡放水砲用防災資機材等 広域共同防災組織に現に備 種類え付けている数量及び性能備付けの場所 等 ポンプ 混合装置 ホース 大容量泡放水砲用泡消火 薬剤 その他の防災資機材等 防災要員人 勤務又は待機の場所 ※備考 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2広域共同防災組織に係る特定事業所の設置の場所及び名称の欄には、すべての特定事業所について記入するものとし、すべての特定事業所について記入できない場合にあつては、別紙として添付すること。 3別紙について その他の防災資機材等の欄には、種類の欄に記載のないものの名称、数量及び能力を記入すること。 備付けの場所の欄には、防災資機材等を備え付ける場所の名称を記入すること。 勤務又は待機の場所の欄には、防災要員の勤務又は待機の場所の名称及び位置（同一場所でない場合は、それぞれの名称、位置及び防災要員の数）を記入すること。 4※印欄には、記入しないこと。 
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様式第9（第33条関係）（平16総省令140・追加、平17総省令159・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 防災業務実施状況報告書（自衛防災組織） 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 法人にあつてはその名称 氏名 及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 防災業務の実施の状況について、石油コンビナート等災害防止法第20条の 2の規定に基づき報告します。 事業所の設置の場所及び名称電話 報告事項実施の状況措置内容 イ特定防災施設等の設置及び 維持管理に関すること ロ防災要員の配置並びに防災 資機材等の備付け及び維持管 理に関すること ハ防災管理者等の研修の受講 に関すること ニ防災管理者等の選任の届出 に関すること ホ防災規程に基づく特定防災 施設等の点検等の実施の状況 に関すること 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2点検結果を「実施の状況」欄に、点検結果に基づき措置した内容を「措置内容」欄に記入すること。 3該当のない報告事項については、「措置内容」欄に「該当なし」と記入すること。  
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様式第10（第33条関係）（平16総省令140・追加、平17総省令159・令元総省令19・令2総省令125・一部改正） 防災業務実施状況報告書（共同防災組織） 年月日 市町村長（都道府県知事）殿 届出者 住所 共同防災組織を設置する 特定事業者の名称 氏名 法人にあつてはその名称 及び代表者の氏名 （担当者所属電話） 防災業務の実施の状況について、石油コンビナート等災害防止法第20条の 2の規定に基づき報告します。 事業所の設置の場所及び名称電話 報告事項実施の状況措置内容 イ防災要員の配置並びに防災 資機材等の備付け及び維持管 理に関すること ロ共同防災組織の設置及び変 更の届出に関すること ハ共同防災規程に基づく防災 要員に対する教育及び訓練等 の実施の状況に関すること 備考 1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2点検結果を「実施の状況」欄に、点検結果に基づき措置した内容を「措置内容」欄に記入すること。 3該当のない報告事項については、「措置内容」欄に「該当なし」と記入すること。  
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